


日常生活の中でも
健康と体力を養う小笠原流

鎌倉時代から受け継がれてきた小笠原流。
小笠原流の「礼法」「弓術」「弓馬術」を継承する

弓馬術礼法小笠原流31世宗家嫡男・小笠原清基さんに、お話を伺った。
取材構成／佐藤修久（地人館）、撮影／森山雅智、長尾亜紀（p02-08）

取材協力／弓馬術礼法小笠原教場
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―
―
小
笠
原
家
で
は
、
ど
の
よ
う
に
伝
統
を
継
承
し

て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
笠
原
清
基
さ
ん
（
以
下
、
敬
称
略
）　

小
笠
原

家
は
、
56
代
・
清
和
天
皇
に
始
ま
る
家
系
で
、
80
代
・

高
倉
天
皇
よ
り
「
小
笠
原
」
の
姓
を
い
た
だ
き
、
私

の
父
・
清き

よ

忠た
だ

で
31
代
目
に
な
り
ま
す
。
初
代
・
小
笠

原
長な

が

清き
よ

は
、
鎌
倉
幕
府
初
代
将
軍
・
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

公
の

師
範
と
な
り
、「
礼
法
・
弓
術
・
弓
馬
術
（
糾

き
ゅ
う

法ほ
う

）」

を
教
え
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
足
利
家
、
徳
川

家
に
仕
え
、
明
治
か
ら
は
一
般
に
門
戸
を
開
き
ま
し

た
。
女
子
教
育
に
「
礼
法
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ

と
に
は
じ
ま
り
、
以
降
、
広
く
多
く
の
方
に
伝
え
て

き
ま
し
た
。

―
―
父
・
清
忠
さ
ん
の
教
え
で
、
と
く
に
心
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
？

　

小
笠
原　
何
か
特
別
な
技
を
教
え
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
な
く
、「
自
分
で
決
め
た
こ
と
は
最
後
ま
で

や
り
な
さ
い
」「
み
っ
と
も
な
い
こ
と
は
や
め
な
さ

い
」
と
い
っ
た
「
人
と
し
て
の
道
」
に
つ
い
て
の
教

え
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

1980年7月、31世宗家小笠原清忠
の長男として東京に生まれる。3歳
より稽古を始め、5歳より小笠原流
の諸行事に関わる。小学5年生で鶴
岡八幡宮の流鏑馬神事において射手
をつとめる。大阪大学基礎工学部卒
業後、筑波大学大学院にて神経科学
博士を取得し、博士論文が研究科長
賞に選ばれる。「家業を生業としな
い」という家訓から、現在製薬会社
にて癌の治療薬の研究をおこないな
がら、週末などを利用して流鏑馬を
はじめとした流儀の継承につとめて
いる。

弓馬術礼法小笠原流31世宗家嫡男
第一生命財団評議員

小お

笠が

さ

原わ

ら

清き

よ

基も

と

Kiyomoto
Ogasawara
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―
―
礼
法
で
大
切
な
こ
と
は
？

　

小
笠
原　
礼
法
の
基
本
は
、
姿
勢
を
正
し
く
保
つ

こ
と
で
す
。
姿
勢
は
す
べ
て
の
起
点
と
な
り
ま
す
の

で
、
意
識
し
て
姿
勢
を
正
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

分
で
は
真
っ
直
ぐ
の
つ
も
り
で
も
、
姿
勢
は
歪
み
が

ち
で
す
。
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
も
、
体
が
疲
れ
て

い
る
と
、
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
自
然
に
少
し

ず
つ
歪
み
が
生
ま
れ
ま
す
。
日
常
の
ふ
と
し
た
と
き

に
自
分
の
姿
勢
を
確
認
し
て
、
正
し
い
姿
勢
を
意
識

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
街
で
タ
イ
ル
敷
き
の
道
を
歩
く
と
き
、

タ
イ
ル
の
線
で
左
右
の
歩
幅
が
同
じ
に
な
っ
て
い
る

か
と
か
、
電
車
の
ガ
ラ
ス
に
映
る
自
分
の
姿
を
見
て

肩
の
高
さ
が
同
じ
か
と
か
、
日
常
の
場
面
で
自
分
の

姿
勢
を
確
認
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
小
笠
原
流
の
教
え
を
日
々
の
生
活
で
実
践
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

　

小
笠
原　
小
笠
原
流
の
教
え
に
、「
腰
を
中
心
に

動
か
す
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
お
盆

を
持
つ
と
き
、
脇
が
し
ま
っ
て
い
る
と
見
た
目
が
危

動作の基本となる立ち姿勢。小笠原流の立ち姿勢は、両足を平行につま先を前に向けて、
体重は足の中心にかけるように立つ。
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な
っ
か
し
く
見
え
ま
す
し
、
お
盆
が
不
安
定
に
な
り

ま
す
。
両
脇
を
少
し
あ
け
て
、
腰
を
中
心
に
体
全
体

で
お
盆
を
持
つ
こ
と
で
、
動
作
の
安
定
し
た
良
い
所

作
に
見
え
ま
す
。
目
に
と
ま
ら
な
い
、
気
に
な
ら
な

い
、
そ
ん
な
自
然
な
動
き
が
私
ど
も
の
目
指
す
所
作

で
す
。
体
の
使
い
方
は
少
し
の
違
い
で
す
が
、
印
象

は
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
反
動
を
使
わ
な
い
」
と
い
う
教
え
が
あ

り
ま
す
。
畳
や
床
に
座
っ
た
状
態
か
ら
立
ち
上
が
る

と
き
、
体
を
前
に
倒
し
て
立
ち
上
が
り
た
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
「
反
動
」
で
、
小
笠
原
流
で
は

好
ま
し
い
動
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
を
揺
ら
さ
な

い
よ
う
に
、
静
か
に
立
ち
上
が
る
こ
と
を
意
識
し
ま

す
。

　

昔
の
日
本
で
は
、
椅
子
な
ど
に
座
わ
ら
ず
に
生
活

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
低
い
姿
勢
で
の
生
活
で

は
、
塵
や
埃
が
気
に
な
り
ま
す
。
反
動
を
使
っ
た
動

き
を
す
る
と
、
塵
や
埃
が
舞
っ
て
し
ま
い
、
空
気
を

淀
ま
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
反

動
を
使
わ
な
い
動
き
を
し
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
の
よ

小指をしめるイメージで持つと脇が開き、動
作が安定する。

脇をしめて手で持つと、体の動きが窮屈に
なり、お盆が不安定になる。
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う
に
動
い
た
方
が
良
い
の
か
を
考
え
る
と
、
日
々
の

生
活
に
取
り
入
れ
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

─
─
小
笠
原
流
の
弓
術
、
弓
馬
術
に
つ
い
て
お
教
え

く
だ
さ
い
。

　
小
笠
原　
小
笠
原
家
は
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代

ま
で
将
軍
家
に
お
仕
え
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
小
笠

原
流
の
弓
術
、
弓
馬
術
は
、
将
軍
と
し
て
の
格
式
を

持
っ
た
振
る
舞
い
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、「
勇
ま
し
さ
」
よ
り
「
優
雅
さ
」
が
大
切
で
す
。

せ
か
せ
か
と
動
い
て
い
る
と
風
格
が
な
く
見
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
大
切
な
の
が
、「
呼
吸
に
合
わ
せ
た
動

き
を
す
る
」
こ
と
で
す
。
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
は
、
走
っ
て
い
る

馬
の
上
か
ら
弓
を
引
き
ま
す
が
、
馬
が
走
り
始
め
て

弓
を
射
っ
て
駆
け
抜
け
る
ま
で
の
間
、
馬
上
の
人
が

止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
が
理
想
で
す
。
せ

わ
し
な
く
動
か
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
自
分
の
呼
吸
に
合

わ
せ
て
動
く
。
馬
は
馬
、
自
分
は
自
分
で
、
自
分
の

芯
を
持
っ
て
相
手
と
対
峙
し
ま
す
。
走
っ
た
り
、
運

動
し
た
り
す
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
日
々
の
生
活
の

中
で
も
意
識
す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

座った状態から立ち上がるとき、体を前後、左右に揺らさない（反動を使わない）で静か
に立ち上がる。

Kiyomoto Ogasawara
S p e c i a l  I n t e r v i e w
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─
─
流
鏑
馬
は
、
と
て
も
体
力
を
必
要
と
す
る
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
日
々
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
小
笠
原
　
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
し
ま
せ
ん
。
弓

術
も
弓
馬
術
も
礼
法
が
基
本
に
あ
り
ま
す
。
礼
法
を

し
っ
か
り
行
え
ば
、
弓
術
、
弓
馬
術
で
必
要
な
筋
力

は
身
に
つ
き
ま
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
動
き
の
中
で

鍛
え
た
筋
力
が
大
切
で
す
。
弓
術
や
弓
馬
術
の
稽
古

だ
け
で
な
く
、
掃
除
や
洗
濯
な
ど
の
日
常
の
家
事
で

の
動
き
で
も
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
お

話
し
た
「
姿
勢
を
意
識
す
る
こ
と
」「
反
動
を
使
っ

た
動
き
を
し
な
い
こ
と
」「
呼
吸
を
意
識
す
る
こ
と
」

が
大
切
で
す
。

　

数
年
前
、
小
笠
原
流
の
動
き
が
筋
力
を
向
上
さ
せ

る
の
に
ど
れ
く
ら
い
役
立
つ
の
か
、
妻
に
大
学
院
で

研
究
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
結
果
、
１
日
５
分
程
度

行
う
と
筋
力
向
上
に
役
立
つ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
か
ら
日
常
生
活
で
少
し
ず
つ
行
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

馬上から弓を射る練習　かかとの上に腰をすえ、重心を下げつつ、鞍から尻を上げる。
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弓を引く姿勢　弓を引く時は、両足を外側に踏み開き、腰を中心に、真上、真下に伸びる。

Kiyomoto Ogasawara
S p e c i a l  I n t e r v i e w
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時
代
と
と
も
に
生
活
様
式
が
変
わ
り
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
が
増
え
、

多
く
の
人
が
姿
勢
を
崩
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
の
ふ
と
し
た
と
き
に
、

自
分
の
姿
勢
を
確
認
し
て
、

正
し
い
姿
勢
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

小
笠
原
清
基

Kiyomoto Ogasawara
S p e c i a l  I n t e r v i e w
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日
常
生
活
の
中
で
も

健
康
と
体
力
を
養
う
小
笠
原
流

Special Interview

鼎
談　

知
っ
て
お
き
た
い
家
庭
で
の
介
護

─
介
護
す
る
人
、
介
護
さ
れ
る
人
の
姿
勢

4756 52
連
載

姿
勢
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ

人
生
１
０
０
年
時
代
に
姿
勢
を
考
え
る

松
本
守
雄
（
慶
應
義
塾
大
学
整
形
外
科
教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
長
、

慶
應
義
塾
理
事
、
第
一
生
命
財
団
評
議
員
）

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ・
乳
幼
児
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
々
の
遊
び
や
運
動
で
体
力
づ
く
り
を
行
い
、

町
の
自
然
や
歴
史
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
す
る
活
動
で
、

豊
か
な
感
性
を
育
む
。

お
の
ま
ち
認
定
こ
ど
も
園

病
院
か
ら
退
院
し
た
ら
「
在
宅
で
の
生
活
と
運
動
」
第
14
回

運
動
器
不
安
定
症

大
武
　
聖

（
東
京
保
健
医
療
専
門
職
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
理
学
療
法
学
科
）

解
良
武
士

（
高
崎
健
康
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部
理
学
療
法
学
科
）

37
寄
稿

在
宅
医
療
の
「
介
護
現
場
」

梅
本
一
紀
（
梅
本
ホ
ー
ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

「
か
か
り
つ
け
医
」
な
ら
ぬ

「
か
か
り
つ
け
看
護
師
」
と
し
て
の
訪
問
看
護

吉
江
悟
（
一
般
社
団
法
人N

eighborhood Care

代
表
理
事
）

出
席
者
・
笹
原
恭
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
渋
谷
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　
　
　
　

喜
多
祐
介
（
株
式
会
社
ヤ
マ
シ
タ
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
）

司　
会
・
服
部
万
里
子
（
服
部
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
所
長
、
本
誌
編
集
委
員
）

特
集 
介
護
の
用
具
と
工
夫
　

出
版
物
の
ご
案
内

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

第
一
生
命
財
団
に
つ
い
て

小
笠
原
清
基



介護の用具と工夫

特
集

鼎
談知っ

て
お
き
た
い
家
庭
で
の
介
護

│
│
介
護
す
る
人
︑
介
護
さ
れ
る
人
の
姿
勢

出
席
者
・（
敬
称
略
・
発
言
順
）
肩
書
き
は
座
談
会
開
催
時
の
も
の

　
　
　
笹さ

さ

原は
ら

恭き
ょ

子う
こ　

　

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
渋
谷
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
／
社
会
福
祉
士
／
精
神
保
健
福
祉
士

　
　
　
喜き

多た

祐ゆ
う

介す
け　

　

  

株
式
会
社
ヤ
マ
シ
タ
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
／
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級

司　
会
・  

服は
っ

部と
り

万ま

里り

子こ

一
般
社
団
法
人
日
本
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
理
事
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
渋
谷
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理

事
長
／
服
部
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
所
長
／
﹃
ポ
ス
チ
ャ
ー
﹄
編
集
委
員
／
看
護
師
／
社
会
福
祉
士

／
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

服
部　
最
初
に
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。
私
は
服
部
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
所
長
の
服
部
万
里

子
で
す
。
看
護
師
と
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

笹
原　
私
は
、
渋
谷
介
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
る
笹
原
恭
子
と
申

し
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
て
二
十
数
年
に
な
り
ま
す
。
ほ
か
に
精
神
保
健
福
祉
士
、
社

会
福
祉
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
ま
す
。

喜
多　
株
式
会
社
ヤ
マ
シ
タ
の
喜
多
祐
介
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
し
て
、

福
祉
用
具
の
観
点
か
ら
在
宅
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
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特集・介護の用具と工夫

【
老
人
保
健
施
設
】

　
要
介
護
の
高
齢
者
の
自

立
を
支
援
し
、
家
庭
に
戻

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施

設
。

服
部　
本
日
の
鼎
談
は
、「
知
っ
て
お
き
た
い
家
庭
で
の
介
護

︱
介
護
す
る
人
、
介
護
さ
れ
る

人
の
姿
勢
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
議
論
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
が
施
行
さ
れ
て
24
年
に
な
り
ま
す
が
、
介
護
保
険
を
利
用
さ
れ
る
方
は
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
自
宅
で
介
護
を
受
け
る
人
は
大
き
く
わ
け
て
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
、

高
齢
に
な
っ
て
介
護
が
必
要
に
な
り
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
利
用
す
る
人
。
二
つ
目
は
、
病
院
か

ら
退
院
し
て
自
宅
に
戻
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
。
三
つ
目
は
、
老
人
病
院
や
老
人

保
健
施
設＊

（
老
健
）、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
か
ら
自
宅
に
戻
っ
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
人
。
最
後
は
、
家
族
な
ど
が
介
護
し
て
、
在
宅
で
暮
ら
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ
の

家
族
が
病
気
や
高
齢
に
な
っ
て
介
護
で
き
な
く
な
り
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
で
す
。

　

当
然
、
在
宅
で
介
護
を
受
け
る
人
の
家
の
造
り
や
環
境
、
生
活
パ
タ
ー
ン
も
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と

思
い
ま
す
。
誰
が
介
護
す
る
か
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
介
護
の
仕
方
は
均
一
で

服
部
　
万
里
子

はっとりまりこ

一般社団法人日本ケアマネジメント学
会理事、NPO渋谷介護サポートセンター
理事長、服部メディカル研究所所長、『ポ
スチャー』編集委員、看護師、社会福
祉士、主任ケアマネジャー。
大学で社会学を学び、一般企業で勤務
後、病院に勤務しながら看護師資格取
得。病院に10年間勤務した後1989年に
高齢者医療看護福祉のコンサルティン
グ事業（服部メディカル研究所）を看
護師３名で設立。2000年に渋谷区第１
号のNPO法人を設立、NPO渋谷介護サ
ポートセンターで居宅介護支援単独事
業開始、現在もケアマネジャーとして
仕事している。城西国際大学、立教大
学教授歴任、現在は、和歌山県立医科
大学の大学院非常勤講師、品川区社会
福祉協議会社会福祉士養成コース講師。
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は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
笹
原
さ
ん
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
関
わ
る
な
か
で
、
自
宅
で
介
護
を

受
け
て
い
る
人
、
介
護
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
ど
ん
な
人
が
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　

笹
原　
在
宅
介
護
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
妻
が
夫
を
介
護
す
る
ケ
ー
ス
、
ま
た
は

子
、
特
に
娘
が
介
護
す
る
場
合
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
脳
梗
塞
で
入
院
し
て
い
た
80
代

の
人
が
退
院
し
て
自
宅
に
帰
る
と
、
介
護
す
る
人
の
年
齢
に
も
よ
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
高
齢
の

場
合
、
ひ
と
り
で
介
護
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
う
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
か
、
本
人
・
家
族
と
相
談
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
食
事
を
す
る
と
き
飲
み
込
み
が
悪
く
な
い

か
、
入
浴
の
介
護
は
必
要
か
、
寝
る
の
は
ベ
ッ
ド
な
の
か
布
団
な
の
か
、
そ
の
生
活
に
合
わ
せ
た
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　

服
部　
た
し
か
に
、
介
護
さ
れ
る
人
、
介
護
す
る
人
が
男
か
女
か
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
し
、
年

齢
に
よ
っ
て
も
必
要
な
介
護
は
違
い
ま
す
よ
ね
。
私
は
、
高
齢
者
で
一
番
怖
い
の
は
骨
折
だ
と
思
う

笹
原
　
恭
子

ささはらきょうこ

NPO渋谷介護サポートセンター主任ケ
アマネジャー。社会福祉士。精神保健
福祉士。
1970年代に中高生を対象とした英語教
師に従事し、1974年、米国カンサス州
大学へ1年留学。帰国後、英語学校で英
語教師として勤務。1979年より、英語
教師及びノンフィクションライターと
して活動（〜 1999年）。
2004年、介護福祉士を取得。その後、
社会福祉士、精神保健福祉士を取得し、
現職に至る。
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特集・介護の用具と工夫

喜
多
　
祐
介

きたゆうすけ

株式会社ヤマシタ 福祉用具専門相談員。
福祉住環境コーディネーター 2級。
2016年、近畿大学経済学部経済学科卒。
一般企業勤務を経て、2017年、祖父の
介護をきっかけに福祉業界で働く事を
希望し、2018年、株式会社ヤマシタへ
転職。港営業所に所属し、主に渋谷区
を担当。福祉用具を通じて在宅生活の
支援や地域イベントの運営に携わる。

ん
で
す
。
高
齢
者
が
介
護
す
る
と
一
緒
に
転
ぶ
危
険
性
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
高
齢
者
が
介
護
す
る
と

き
に
何
か
注
意
す
る
こ
と
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

笹
原　
転
倒
の
話
で
言
い
ま
す
と
、
杖
を
使
わ
れ
て
い
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
き
、
真
横
に
立

っ
て
支
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
一
般
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
は
少
し
後
ろ

に
下
が
っ
て
、
ふ
ら
つ
き
が
あ
っ
た
と
き
に
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
を
つ
く
っ
て
お
く
と
安
全

だ
と
思
い
ま
す
。

　

在
宅
介
護
に
関
し
て
は
、
私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
け
で
な
く
、
看
護
師
や
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
、
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な
人
で
あ
れ
ば
理
学
療
法
士
な
ど
と
も
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

服
部　
い
ま
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
い
う
ワ
ー
ド
が
出
ま
し
た
。
相
談
員
は
具
体
的
に
ど
う
い

っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

喜
多　
介
護
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
が
在
宅
で
安
全
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
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を
し
て
い
ま
す
。
玄
関
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
部
屋
ま
で
の
動
線
は
ど
う
か
、
ど
こ
に
段
差
が
あ

る
か
な
ど
、
実
際
に
自
宅
に
伺
っ
て
一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
て
、
ど
こ
に
ど
ん
な
福
祉
用
具
が
必
要
か
、

本
人
・
家
族
と
相
談
い
た
し
ま
す
。

使
う
人
、
使
う
場
所
で
、
杖
を
使
い
わ
け
る

　

服
部　
福
祉
用
具
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
お
話
の
あ
っ
た
杖
も
福
祉

用
具
で
す
か
。

　

喜
多　
そ
う
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
杖
が
あ
っ
て
、
持
ち
手
が
１
つ
で
杖
先
が
１
つ
の
1
点
杖
や
、

杖
先
が
、
３
点
、
４
点
と
複
数
に
な
っ
て
い
る
多
点
杖
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
接
地
す
る
点
の
多
い
多

点
杖
は
、
１
本
杖
よ
り
安
定
し
て
使
え
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

使
う
場
所
に
よ
っ
て
も
杖
が
変
わ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
４
点
杖
で
も
、
杖
先
の
間
隔
が
広
い
も
の

と
狭
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
が
担
当
し
て
い
る
渋
谷
区
の
よ
う
な
坂
が
多
い
地
域
で
は
、
間
隔
が

広
い
杖
で
す
と
、
す
べ
て
の
杖
先
が
地
面
に
つ
き
き
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
坂
道
が
多
い
地
域
は
間
隔
が
狭
い
も
の
で
、
根
元
が
可
動
式
で
４
点
が

地
面
に
き
ち
ん
と
つ
い
て
踏
ん
張
れ
る
杖
を
提
案
し
ま
す
。
外
出
先
の
地
形
に
合
っ
た
杖
を
使
い
ま

す
。

　

服
部　
ど
う
い
う
歩
行
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
い
う
環
境
で
使
う
の
か
に
よ
っ
て
合
わ

せ
て
い
く
ん
で
す
ね
。

　

喜
多　
家
の
内
と
外
で
使
い
分
け
る
の
が
合
う
方
も
い
ま
す
し
、
逆
に
、
違
う
も
の
を
使
う
と
体

に
な
じ
ま
な
い
方
も
い
ま
す
。
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
、
ご
利
用
者
に
よ
っ
て
対
応
し
て
い
ま
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す
。
介
護
保
険
が
適
用
で
き
る
の
は
多
点

杖
で
、
１
点
杖
は
適
用
外
で
す
。

服
部　
屋
内
用
と
屋
外
用
で
２
本
の
杖

を
使
う
と
し
た
ら
、
２
本
と
も
保
険
が
き

き
ま
す
か
。

喜
多　
は
い
、
保
険
が
適
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
２
本
と
も
屋
内
用
と
か
、
２
本

と
も
屋
外
用
と
い
う
使
い
方
で
は
適
用
で

き
ま
せ
ん
。

服
部　
高
齢
者
に
と
っ
て
外
出
は
一
つ

の
課
題
な
の
で
、
杖
に
保
険
が
使
え
る
こ

と
を
知
識
と
し
て
持
っ
て
お
く
の
は
大
切

で
す
ね
。
保
険
を
使
っ
た
場
合
、
利
用
者

の
負
担
は
い
く
ら
で
す
か
。

喜
多　
杖
は
レ
ン
タ
ル
と
購
入
ど
ち
ら

で
も
補
助
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
レ
ン

タ
ル
の
場
合
、
介
護
保
険
の
負
担
割
合
が

１
割
の
方
で
、
１
か
月
１
２
０
円
か
ら
１

５
０
円
で
す
。
レ
ン
タ
ル
で
あ
れ
ば
、
体

調
の
変
化
や
加
齢
に
よ
る
姿
勢
の
変
化
な

可動式の多点杖で坂道を歩
くイメージ　杖の根元が動
くことで、坂道をバランス
を崩さずに歩ける。 多点杖　杖先が複数

あることで、安定し
て 歩 く こ と が で き
る。写真は4点杖。

可動式の多点杖　左
の写真のように、杖
の根元が可動で坂道
などでも、すべての
杖先が地面につく。
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ど
に
あ
わ
せ
て
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
介
護
す
る
人
が
女
性
か
男
性
か
、
高
齢
か
若
者
か
と
い

っ
た
こ
と
で
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

寝
る
と
き
に
役
立
つ
福
祉
用
具

　

服
部　
高
齢
に
な
る
と
起
き
上
が
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
、
布
団
か
ら
ハ
イ
ハ
イ
し
て
出
て
、

ど
こ
か
に
つ
か
ま
っ
て
立
ち
上
が
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

介護ベッド　電動でベッドの高さを調整したり、背上げしたりできる。

　

喜
多　
布
団
か
ら
の
立
ち
上
が
り
が
難
し
い
と
き
は
、
置
き
型
の
手
す
り

を
試
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
難
し
け
れ
ば
、
介
護
ベ
ッ
ド
の
導
入
を
勧
め
ま
す
。

介
護
ベ
ッ
ド
は
リ
モ
コ
ン
で
、
ベ
ッ
ド
の
高
さ
を
上
げ
た
り
、
背
中
を
上
げ

た
り
し
て
、
起
き
上
が
り
、
立
ち
上
が
り
を
補
助
し
ま
す
。
こ
こ
で
注
意
し

た
い
の
は
、
ベ
ッ
ド
の
設
置
場
所
で
す
。
利
用
者
の
生
活
の
行
動
を
考
え
て
、

電
気
を
と
る
コ
ン
セ
ン
ト
に
配
慮
し
設
置
場
所
を
決
め
な
い
と
、
電
気
コ
ー

ド
で
転
倒
す
る
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

服
部　
置
き
型
手
す
り
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
で
す
か
。

　

喜
多　
鉄
板
に
手
す
り
が
垂
直
に
つ
い
て
い
ま
す
。
敷
布
団
や
私
物
ベ
ッ

ド
の
下
に
鉄
板
を
敷
き
込
ん
で
手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
起
き
上
が
り
ま
す
。

一
般
的
な
置
き
型
手
す
り
は
、
１
割
負
担
の
方
で
、
介
護
保
険
を
使
っ
て
弊

社
の
場
合
一
か
月
２
０
０
円
～
２
５
０
円
程
度
で
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す
。

　

置
き
型
手
す
り
に
は
い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
ま
す
。
布
団
か
ら
の
起
き
上

が
り
な
ど
の
起
点
動
作
を
助
け
る
置
き
型
手
す
り
や
、
玄
関
の
框

か
ま
ち

を
上
が
る
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と
き
に
つ
か
ま
る
手
す
り
、
寝
室
か
ら
ト
イ
レ
へ
の
移
動
を
支
え
る
た
め
の

長
め
の
手
す
り
な
ど
、
用
途
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。

服
部　
た
と
え
ば
脳
梗
塞
で
片
麻
痺
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
退
院
し
て

家
に
戻
り
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
続
け
た
い
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ト
イ

レ
ま
で
の
移
動
を
支
え
る
よ
う
な
長
い
手
す
り
が
あ
る
の
で
す
か
。

喜
多　
置
き
型
手
す
り
は
下
に
鉄
板
が
あ
る
の
で
、
片
麻
痺
で
す
り
足
ぎ

み
だ
と
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
Ｈ
型
の
突

っ
張
り
手
す
り
を
設
置
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
片
麻
痺
の
方
の
移
動
の
よ

う
す
を
見
て
、
転
び
や
す
い
と
こ
ろ
に
何
個
か
設
置
し
ま
す
。
お
そ
ら
く
リ

置き型手すり　鉄板に手すりが垂直に
ついている。敷布団やベッドの下に鉄
板を敷き込んで使う。

ベッドまわりの手すりの使用例　置き型手すりと移動を支
える長い手すりを組み合わせて、ベッドからドアまで支え
をつくっている。

Ｈ型の突っ張り手すり①

Ｈ型の突っ張り手すり②
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ハ
ビ
リ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
理
学
療
法
士＊

や
作
業
療
法
士＊

と
連
携
し
て
チ
ー
ム
で
考
え
る

と
思
い
ま
す
。
多
職
種
連
携
は
大
切
で
す
。

　

家
に
よ
っ
て
は
置
き
型
を
設
置
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
と
き
は
、
工
事
で
手
す

り
を
柱
に
打
ち
つ
け
て
設
置
す
る
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
な
ど
、
様
々
な
角
度
で
提
案
し
ま
す
。

　

服
部　
住
宅
改
修
が
介
護
保
険
で
で
き
る
の
で
す
か
。

　

喜
多　
は
い
。
限
度
額
20
万
円
ま
で
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ち
ど
に
使
い
切
ら
な
く
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
手
す
り
の
取
り
つ
け
や
段
差
の
解
消
、
扉
の
交
換
な
ど
の
工
事
が
保
険
で
で
き
ま
す
。

　

服
部　
家
の
つ
く
り
に
よ
っ
て
も
違
う
し
、
介
護
を
受
け
る
人
の
体
力
に
よ
っ
て
も
改
修
の
仕
方

が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
が
、
介
護
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
20
万
円
な
ん
で
す
か
。

　

喜
多　
引
っ
越
し
を
し
た
場
合
と
、
介
護
度
が
現
状
か
ら
３
段
階
以
上
あ
が
っ
た
場
合
は
、
新
た

に
20
万
円
の
枠
が
使
え
ま
す
。

　

服
部　
た
と
え
ば
私
が
勝
手
に
お
母
さ
ん
の
た
め
に
住
宅
を
改
修
し
て
も
保
険
は
使
え
ま
す
か
。

　

喜
多　
そ
れ
は
使
え
ま
せ
ん
。
事
前
に
市
区
町
村
へ
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
渋
谷
区
は
事

前
申
請
し
て
許
可
が
出
て
か
ら
施
工
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
も
条
件
で

す
。
本
人
が
入
院
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
在
宅
に
な
ら
な
い
の
で
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

　

服
部　
申
請
時
の
手
続
は
何
が
必
要
で
す
か
。

　

喜
多　
渋
谷
区
の
場
合
は
、
渋
谷
区
の
用
紙
に
記
入
し
、
見
積
書
、
家
の
図
面
、
工
事
す
る
場
所

の
写
真
、
理
由
書
を
提
出
し
ま
す
。
理
由
書
に
は
、
本
人
の
い
ま
の
体
の
状
態
と
か
、
い
ま
入
っ
て

い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
な
ど
を
記
入
し
ま
す
。
ほ
か
に
、
主
治
医
の
意
見
な
ど
が
あ
れ
ば
一
緒

に
渡
す
と
、
よ
り
役
所
へ
伝
わ
り
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
理
学
療
法
士
】

　
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
身

体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な

い
人
に
対
し
て
、
運
動
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
電
気
や
温

熱
な
ど
の
療
法
で
、
筋
肉

や
関
節
な
ど
の
機
能
回
復
・

維
持
を
行
う
専
門
職
。

【
作
業
療
法
士
】

　
身
体
や
精
神
に
障
が
い

の
あ
る
人
が
、
日
常
生
活

や
社
会
生
活
を
送
る
上
で

必
要
と
な
る
作
業
活
動
を

回
復
・
改
善
さ
せ
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
専
門

職
。
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特集・介護の用具と工夫

服
部　
申
請
か
ら
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
か
。

喜
多　
渋
谷
区
の
場
合
、
申
請
か
ら
１
、
２
週
間
程
度
で
許
可
が
で
ま
す
。

服
部　
家
の
図
面
は
、
工
事
を
お
願
い
す
る
人
に
書
い
て
も
ら
う
の
で
す
か
。

喜
多　
基
本
的
に
は
施
工
業
者
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
的
な
工
務
店
で
は
、
介
護
保
険

申
請
の
事
務
手
続
き
は
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
渋
谷
区
の
場
合
は
理
由
書
作
成
に
住
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級
以
上
の
資
格
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
が
必
要
で
、
ど
の
工
務
店
で
も
お

願
い
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

服
部　
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
の
は
何
で
す
か
。

喜
多　
住
環
境
を
専
門
に
勉
強
し
て
取
得
す
る
資
格
で
す
。
渋
谷
区
で
は
、
２
級
を
持
っ
て
い
る

こ
と
が
理
由
書
作
成
の
条
件
に
な
っ
て
い
て
、
私
も
取
得
し
て
い
ま
す
。

服
部　
加
齢
で
体
の
姿
勢
や
状
態
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
し
、
誰
が
介
護
す
る
か
に
よ
っ
て
も
必
要

な
住
環
境
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
う
し
た
変
化
に
合
わ
せ
て
、
在
宅
で
安
全
に
生
活

を
す
る
に
は
、
そ
う
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
る
人
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

笹
原　
住
宅
改
修
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
高
齢
の
方
が
退
院
さ
れ
た
ら
、
そ
の
人
が
尊
厳
を
維

持
し
な
が
ら
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
本
人
に
「
ど
う
い
う
生
活
が
し
た
い
か
」
を
伺
っ
て
、
家
族
の

意
思
も
確
認
い
た
し
ま
す
。
介
護
さ
れ
る
人
は
、
家
族
が
一
日
中
一
緒
に
い
る
と
非
常
に
助
か
る
面

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
介
護
す
る
人
も
さ
れ
る
人
も
精
神
的
な
負
担
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
で

す
の
で
昼
間
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
少
し
距
離
を
置
い
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
に
な
る
か
な
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

服
部　
そ
れ
は
す
ご
く
大
切
な
提
案
で
す
ね
。
大
事
な
こ
と
は
本
人
が
ど
う
し
た
い
か
で
す
。
人
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生
１
０
０
年
時
代
で
、
人
生
は
長
い
で
す
か
ら
、「
あ
ま
り
体
を
動
か
し
た
く
な
い
」
と
か
、「
で
き

る
だ
け
外
に
出
た
い
」「
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
友
達
に
会
い
た
い
」
と
か
、
本
人
の
思
い
、
生
き
方

を
尊
重
す
る
の
は
と
て
も
大
切
で
す
。
退
院
後
に
自
宅
で
リ
ハ
ビ
リ
し
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
訓

練
し
た
り
す
る
こ
と
で
体
の
機
能
が
改
善
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
め
な
い
で
そ
の
人
の
力

を
引
き
出
す
こ
と
も
す
ご
く
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

お
風
呂
で
役
立
つ
福
祉
用
具

　

服
部　
次
は
、
お
風
呂
で
す
。
自
宅
の
風
呂
場
で
滑
っ
て
怪
我
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
良
く
聞
き

ま
す
。
そ
う
し
た
怪
我
を
予
防
す
る
よ
う
な
用
具
は
あ
り
ま
す
か
。

　

喜
多　
お
風
呂
で
は
、
は
じ
め
に
椅
子
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
市
販
で
売
ら
れ
て
い
る
一
般

的
な
風
呂
椅
子
は
、
低
く
て
私
た
ち
の
眼
か
ら
見
る
と
、
一
番
滑
り
や
す
く
て
立
ち
上
が
り
に
く
い
、

シャワーチェアー　座面の高さを調節
して、立ちやすくする。肘かけを手す
りとして使うこともできる。

転
倒
の
危
険
性
が
あ
る
高
さ
な
ん
で
す
。
低
い
椅
子
は
踏
ん
張
る

力
が
い
る
の
で
ど
う
し
て
も
転
び
や
す
い
。
介
護
保
険
で
は
入
浴

や
排
泄
の
と
き
に
使
用
す
る
用
具
を
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
い
い

ま
す
が
、
年
度
内
に
10
万
円
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。
特
定
福
祉
用

具
の
「
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
」
は
、
使
う
人
の
身
長
や
、
立
つ
と

き
の
姿
勢
に
合
わ
せ
て
高
さ
が
調
整
で
き
ま
す
。
背
も
た
れ
や
、

肘
か
け
が
つ
い
た
も
の
も
あ
っ
て
、
肘
か
け
を
手
す
り
が
わ
り
に

し
て
、
姿
勢
を
整
え
て
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
さ
を
整
え
て

無
理
の
な
い
姿
勢
で
立
ち
上
が
る
こ
と
で
転
倒
が
防
止
で
き
ま
す
。
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特集・介護の用具と工夫

　

そ
れ
で
も
不
安
な
方
に
は
、
保
険
適
用
外
で
自
費
購
入
に
な
り

ま
す
が
、
お
風
呂
で
使
う
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
マ
ッ

ト
を
お
風
呂
の
浴
槽
の
中
と
か
、
洗
い
場
に
敷
い
て
、
よ
り
滑
ら

な
い
環
境
に
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
お
風
呂
の
浴
槽
の
中
で
も
、
高
さ
を
上
げ
て
、
立
ち

上
が
り
を
楽
に
す
る
台
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
つ
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
て
、
高
い
台
に
座
る
と
肩
が
湯
か
ら
出
て
し
ま
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
案
と
し
て
は
、
住
宅
改
修
で
壁
側
に
Ｌ
字
手
す
り
を

つ
け
て
、
そ
の
手
す
り
を
持
ち
な
が
ら
立
ち
上
が
る
方
法
も
あ
り

ま
す
。

服
部　
た
し
か
電
動
で
立
ち
上
が
る
用
具
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
。

喜
多　
バ
ス
リ
フ
ト
（
22
ペ
ー
ジ
）
で
す
ね
。
設
置
で
き
る
浴

槽
が
限
ら
れ
ま
す
が
、
浴
槽
の
端
に
か
け
る
よ
う
に
置
い
て
、
リ

モ
コ
ン
で
座
面
を
降
ろ
し
て
湯
に
つ
か
り
ま
す
。
バ
ス
リ
フ
ト
は

レ
ン
タ
ル
で
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

服
部　
何
が
自
分
に
あ
っ
て
い
る
か
、
体
の
調
子
に
合
わ
せ
て

選
択
す
る
と
良
い
で
す
ね
。
高
齢
な
方
の
中
に
は
転
倒
が
怖
く
て

お
風
呂
に
入
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
う
し

て
工
夫
す
る
こ
と
で
お
風
呂
に
入
れ
た
ら
幸
せ
で
す
よ
ね
。
特
定

浴槽内に置く台の使用例　浴槽内に台を置くことで、浴槽と洗い場の高さが
調整でき、浴槽に入りやすくなる。また、浴槽内での立ち上がりも楽にできる。
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バスリフト　浴槽にとりつけて電動
で座面を下げることで、湯につかる
ことができる。

①バスリフト
へ移乗する。

バスリフトの使い方

②リモコンで座
面を降ろす。

③浴槽の下まで降りたら、
介助者や自分で体を洗う。
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そ
も
そ
も
和
式
を
洋
式
に
替
え
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
か
。

喜
多　
和
式
ト
イ
レ
の
上
に
置
い
て
洋
式
ト
イ
レ
に
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
用
具
が
あ
り
ま
す
。

服
部　
家
族
が
同
じ
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い
た
り
、
改
修
も
で
き
な
い
と
き

は
、
上
に
置
く
だ
け
で
洋
式
ト
イ
レ
に
で
き
る
用
具
は
す
ご
く
助
か
り
ま
す

ね
。
日
本
は
ト
イ
レ
が
広
く
な
い
の
で
、
介
助
者
が
一
緒
に
入
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
か
ら
。

　

ベ
ッ
ド
脇
な
ど
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
使
っ
て
い

る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
し
ま

す
か
。

喜
多　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
と
木
製
が
あ
っ
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
は
１
割

負
担
で
４
０
０
０
～
５
０
０
０
円
程
度
で
す
。
座
面
の
高
さ
、
肘
掛
け
の
高

和式トイレを洋式にトイレにするプラス
チック製用具　和式トイレの上に被せるよ
うにして置くことで洋式トイレとして使用
できる。和式に比べて立ち上がりやすい。

福
祉
用
具
が
購
入
で
き
る
10
万
円
は
、
住
宅
改
修
の
20
万
円
と
は
別
枠
で
す
か
。

喜
多　
そ
う
で
す
。
お
風
呂
の
椅
子
や
ト
イ
レ
用
品
の
よ
う
に
直
に
肌
に
触
れ
る
衛
生
品
は
購
入

の
み
に
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
バ
ス
リ
フ
ト
に
つ
い
て
は
例
外
で
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
レ
ン
タ

ル
の
み
介
護
保
険
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

ト
イ
レ
で
役
立
つ
福
祉
用
具

服
部　
次
は
ト
イ
レ
で
す
。
私
が
生
活
で
一
番
気
に
な
る
の
が
ト
イ
レ
な
ん
で
す
。
和
式
も
洋
式

も
一
人
で
立
ち
上
が
る
の
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
と
く
に
和
式
ト
イ
レ
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
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さ
を
調
整
し
て
、
ベ
ッ
ド
脇
に
置
け
ば
ベ
ッ
ド
か
ら
の
移
動
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

服
部　
ト
イ
レ
は
一
日
何
回
も
し
ま
す
し
、
夜
も
行
き
ま
す
。
誰
か
が
い

つ
も
介
助
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
人
の
状
況
に
合
わ
せ
て
用
具

を
選
べ
る
の
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
最
近
、
電
動
の
ト
イ
レ
が
あ
る
よ
う

な
こ
と
も
聞
い
た
ん
で
す
け
ど
…
…
。

　

喜
多　
電
動
で
座
面
が
上
が
っ
て
、
立
ち
上
が
り
の
姿
勢
や
動
作
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
用
具
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
便
器
交
換
に
介
護
保
険
が
使
え
る
か
は
、

各
市
町
村
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
市
区
町
村
へ
問
い
合
わ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

服
部　
家
も
一
人
ひ
と
り
違
う
し
、
そ
の
人
が
ど
う
い
う
病
気
で
、
ど
う

い
う
症
状
で
、
ど
う
い
う
疾
患
が
あ
る
の
か
に
よ
っ
て
、
個
別
に
対
応
す
る

こ
と
が
す
ご
く
大
切
で
す
ね
。
福
祉
用
具
相
談
員
や
理
学
療
法
士
が
家
に
来

て
、
相
談
に
乘
っ
て
く
れ
る
の
は
す
ご
く
助
か
り
ま
す
ね
。

老
老
介
護
で
も
、
生
活
の
幅
が
広
が
る
福
祉
用
具

　

服
部　
他
に
、
ど
う
い
う
症
状
の
方
に
、
ど
う
い
う
福
祉
用
具
を
提
案
し

た
か
、
具
体
的
な
事
例
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

喜
多　
夫
婦
で
お
住
ま
い
の
方
で
、
ご
主
人
が
糖
尿
病
の
影
響
か
ら
両
脚

を
切
断
さ
れ
た
ん
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
自
宅
で
奥
様
と
過
ご
し
た
い
と
い

ポータブルトイレ　ベッド脇など
任意の場所に置いて使用すること
ができる。
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立ち上がり補助便座をつけたトイレ

立ったり、座ったりするのがつ
らい人でも座面が高く上がるこ
とで、腰や膝への負担がなく立
ち上がることができる。

トイレなどの狭い場所での介助
作業では無理な姿勢になりがち
だが、高い座面で介助すること
で介護者の負荷が軽減される。
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う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
奥
様
一
人
で
ご
主
人
を
移
乗
す
る
の
は
難
し
い
の
で
、
移
乗
用
リ

フ
ト
を
設
置
し
て
、
奥
様
の
力
で
も
介
護
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
に
移
乗
が
で
き
て
、
二
人
で
出
か
け

ら
れ
る
環
境
を
整
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
私
た
ち
が
気
を
つ
け
た
の
は
介
助
者
の
健
康
で
す
。
夫
婦
の
場
合
、
長
年
連
れ
添
っ
た
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
か
ら
、
無
理
を
し
て
怪
我
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
を
大
切

に
し
、
自
分
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
、
リ
フ
ト
を
提
案
し
ま
し
た
。
車
椅
子
も
、
奥
様
で
も
扱

い
や
す
い
比
較
的
に
軽
い
機
種
で
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
が
つ
い
た
も
の
を
提
案
し
ま
し
た
。
い

ま
で
も
自
宅
で
生
活
を
続
け
て
い
て
、
通
院
や
散
歩
も
二
人
で
で
き
る
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

服
部　
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
話
で
す
ね
。
介
助
者
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

介
助
者
が
具
合
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
共
倒
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
糖
尿
病
で
両
脚
を
切
断

し
、
立
ち
上
が
る
こ
と
も
歩
く
こ
と
も
移
動
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
な
か
、
移
乗
用
リ
フ
ト
で
希
望

を
叶
え
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
移
乗
用
リ
フ
ト
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

喜
多　
移
乗
用
リ
フ
ト
は
、
ベ
ッ
ド
の
脇
に
設
置
し
て
、
体
を
吊
す
形
で
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
に

移
動
さ
せ
ま
す
。
吊
る
際
、
体
に
接
触
す
る
つ
り
具
は
、
特
定
福
祉
用
具
と
し
て
保
険
で
購
入
で
き

ま
す
が
、
リ
フ
ト
本
体
は
保
険
で
レ
ン
タ
ル
に
な
り
ま
す
。

　

服
部　
ベ
ッ
ド
か
ら
車
椅
子
に
移
動
さ
せ
る
と
き
、
脚
が
な
く
て
も
リ
フ
ト
に
乗
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

喜
多　
ス
リ
ン
グ
シ
ー
ト
と
い
う
布
を
ご
本
人
の
体
の
下
に
敷
き
込
ん
で
、
布
か
ら
出
た
紐
を
リ

フ
ト
の
端
に
引
っ
か
け
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
リ
モ
コ
ン
で
リ
フ
ト
を
持
ち
上
げ
、
体
が
揺
れ
な
い
よ

う
に
支
え
な
が
ら
車
椅
子
の
方
へ
移
動
し
て
降
ろ
し
ま
す
。
使
い
方
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
わ
け
で
は
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移乗用リフトの使い方

①利用者を介助者の
方に向けて、体の下
に布を敷き込む。

移乗用リフト

②利用者の体が布の中央にある
ことを確認する

③リフトに布のスト
ラップをかけ、ベッ
ドの機能を使い上体
を起こす。

④リフトで吊るし、
車椅子へ移動する。

詳しい使い方は、株式会社ヤマシタHPをご確認ください。
（https://www.yco.co.jp/homecare/lineup/catalog17/html5.

html#page=103）
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さ
ら
に
、
足
が
上
が
り
、
足
の
角
度
を
調
整
で
き
る
エ
レ
ベ
ー
テ
ィ
ン
グ
機

能
が
つ
い
た
車
椅
子
も
あ
り
ま
す
。
よ
り
ご
本
人
が
楽
な
姿
勢
で
座
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
。

　

服
部　
福
祉
用
具
も
発
展
し
て
多
様
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
笹
原
さ
ん

の
在
宅
の
現
場
で
移
乗
用
リ
フ
ト
を
使
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

笹
原　
在
宅
生
活
で
移
乗
用
リ
フ
ト
を
使
わ
れ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
。
体

に
麻
痺
が
あ
っ
て
、
ベ
ッ
ド
か
ら
の
移
動
が
難
し
か
っ
た
方
で
す
。

　

服
部　
介
助
さ
れ
る
方
、
介
助
す
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
男
性
、
女
性
の
ど
ち

ら
で
し
た
？

　

笹
原　
介
助
さ
れ
る
の
が
男
性
で
介
助
す
る
の
が
女
性
で
す
。
た
し
か
に
リ

ティルト機能とリクライニング機能がついた
車椅子　ティルトで座面を傾けることで後方
に重心を移し、リクライニングで背もたれを
傾ける。

な
い
の
で
、
先
ほ
ど
の
ご
夫
婦
も
何
度
か
練
習
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
介
助
者
に
力

が
必
要
な
い
の
で
怪
我
の
リ
ス
ク
も
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

服
部　
女
性
が
自
分
の
力
だ
け
で
移
動
さ
せ
る
の
は
危
な
い
で
す
か
ら
ね
。
さ
き
ほ
ど
お
話
に
な

っ
た
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
が
つ
い
た
車
椅
子
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

喜
多　
皆
さ
ん
が
想
像
す
る
一
般
的
な
車
椅
子
は
座
っ
て
押
す
だ
け
か
と
思
い
ま
す
が
、
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
車
椅
子
は
、
背
も
た
れ
の
角
度
が
調
整
で
き
て
、
座
る
方
の
姿
勢
を
楽
に
お
さ
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
背
を
倒
し
た
と
き
に
頭
を
支
え
る
枕
が
つ
い
て
い
ま
す
。
他
に
、
座
面
の
角

度
を
調
整
で
き
る
テ
ィ
ル
ト
機
能
が
つ
い
た
車
椅
子
が
あ
り
ま
す
。
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
背
だ
け
を

動
か
す
と
、
体
の
ず
れ
が
起
き
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
テ
ィ
ル
ト
機
能
で
座
面
ご
と
傾
け
て

楽
な
姿
勢
を
つ
く
り
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
で
微
調
整
し
て
使
う
の
が
一
般
的
で
す
。
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フ
ト
だ
と
そ
ん
な
に
力
が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
ね
。

服
部　
リ
フ
ト
を
知
ら
な
い
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
リ
フ
ト
を
活
用
す

れ
ば
、
相
当
な
重
度
の
人
で
も
、
行
動
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

力
の
な
い
女
性
で
も
介
護
で
は
、
す
ご
く
役
立
ち
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
在
宅
の
介
護
を
し
て
い
る
と
、
段
差
に
つ
ま
づ
い
て
骨
折
し
た
り
、

車
椅
子
の
前
輪
が
引
っ
か
か
っ
て
、
体
が
前
に
転
倒
す
る
事
故
が
起
き
る
危
険

性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
工
夫
は
何
か
あ
り
ま

す
か
。

喜
多　
家
の
移
動
範
囲
を
一
緒
に
歩
い
て
、
危
険
性
の
あ
る
場
所
を
事
前
に

伝
え
て
、
段
差
を
解
消
す
る
置
き
型
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

置
き
型
ス
ロ
ー
プ
は
ゴ
ム
製
で
、
高
さ
が
５
㎜
刻
み
で
あ
っ
て
、
家
の
段
差
を

解
消
で
き
る
よ
う
に
置
き
ま
す
。
ス
ロ
ー
プ
は
介
護
保
険
で
レ
ン
タ
ル
ま
た
は
、

購
入
で
き
ま
す
。
１
割
負
担
の
方
で
レ
ン
タ
ル
の
場
合
は
１
か
月
52
円
く
ら
い
、

購
入
の
場
合
は
、
４
０
０
円
～
１
１
０
０
円
く
ら
い
で
す
。

服
部　
と
く
に
和
式
の
家
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
段
差
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

ス
ロ
ー
プ
で
段
差
が
な
く
な
れ
ば
介
護
さ
れ
る
人
も
安
心
で
す
し
、
介
護
す
る

人
も
車
椅
子
の
後
ろ
を
踏
ん
で
前
輪
を
持
ち
上
げ
た
り
、
無
理
な
姿
勢
を
と
ら

ず
に
介
護
が
で
き
ま
す
ね
。
介
護
が
必
要
な
人
が
増
え
て
い
く
高
齢
社
会
の
日

本
で
は
、
様
々
な
福
祉
用
具
で
安
心
・
安
全
な
在
宅
生
活
が
で
き
る
の
は
有
難

い
で
す
ね
。

置き型スロープ　トイレ（上）や部屋（左）の
入口に置いて段差を解消し、移動を助ける。
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「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
で
誤
嚥
を
予
防
す
る

　

服
部　
毎
日
の
生
活
の
中
で
も
う
一
つ
大
事
な
の
が
食
事
で
す
。
食
事
を
す
る
と
き
に
役
立
つ
福

祉
用
具
は
あ
り
ま
す
か
。

　

喜
多　
た
と
え
ば
、
ベ
ッ
ド
上
で
食
事
を
す
る
場
合
、
飲
み
込
み
が
し
や
す
い
姿
勢
を
と
る
こ
と

が
大
切
で
、
背
中
を
上
げ
て
、
さ
ら
に
頭
の
位
置
を
調
整
し
顎
を
引
く
姿
勢
を
つ
く
る
介
護
ベ
ッ
ド

が
あ
り
ま
す
。
食
事
を
す
る
の
が
、
ベ
ッ
ド
上
で
も
車
椅
子
上
で
も
、
姿
勢
不
良
に
な
ら
な
い
よ
う

に
体
を
調
整
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
た
だ
、
個
人
的
に
は
、
で
き
れ
ば
ベ
ッ
ド
か
ら
離
れ
て
車
椅

子
で
リ
ビ
ン
グ
に
移
動
し
て
食
事
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

服
部　
そ
う
で
す
ね
。
食
事
は
一
日
三
度
あ
り
ま
す
の
で
、
ず
っ
と
ベ
ッ
ド
で
食
べ
る
よ
り
は
、

少
し
大
変
で
も
車
椅
子
で
移
動
し
て
、
リ
ビ
ン
グ
な
ど
で
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
方
が
、
食
事
の
楽

し
さ
も
違
う
と
思
い
ま
す
ね
。

　

笹
原
さ
ん
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
見
て
い
て
、
食
事
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

笹
原　
家
族
と
暮
ら
し
て
い
る
の
に
、
自
宅
に
帰
っ
て
一
人
で
食
事
を
す
る
と
い
う
の
は
寂
し
い

で
す
よ
ね
。
病
気
が
あ
る
と
闊
達
に
お
話
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
家
族
と
一
緒
に

食
事
を
し
て
、
家
族
と
の
対
話
を
大
事
に
す
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
介
護
さ
れ
る
方
の

精
神
的
安
心
感
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

　

服
部　
食
事
を
喉
に
詰
ま
ら
せ
た
り
、
誤
嚥
し
て
気
管
支
に
入
っ
て
肺
炎
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
食
事
を
す
る
と
き
の
姿
勢
は
す
ご
く
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
上
で
食
べ

る
よ
り
も
、
移
動
し
て
リ
ビ
ン
グ
で
食
べ
た
方
が
、
そ
う
し
た
事
故
を
防
げ
る
と
思
い
ま
す
ね
。
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笹
原　
「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
と
い
う
誤
嚥
を
予
防
す
る
口
の
リ
ハ
ビ
リ
体
操
が
あ
り
ま
す
。「
パ
・

タ
・
カ
・
ラ
」
と
声
を
出
し
な
が
ら
口
を
動
か
し
ま
す
。
何
度
か
繰
り
返
す
と
喉
が
開
い
て
き
ま
す
。

寝
た
き
り
状
態
の
方
だ
と
家
族
と
話
を
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
胃
ろ
う＊

を
さ
れ
て
い

る
方
も
含
め
て
、
パ
タ
カ
ラ
体
操
は
よ
く
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

服
部　
全
て
の
体
の
機
能
は
動
か
さ
な
い
と
間
違
い
な
く
衰
え
ま
す
ね
。
ひ
と
り
で
や
る
の
が
難

し
け
れ
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
行
っ
た
と
き
と
か
、
理
学
療
法
士
な
ど
が
家
に
き
た
と
き
に
、
一
緒

に
「
パ
・
タ
・
カ
・
ラ
」
と
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

　

パ
タ
カ
ラ
体
操
を
す
る
と
き
の
姿
勢
は
あ
り
ま
す
か
。

笹
原　
顎
が
上
向
き
に
な
っ
て
い
る
と
声
が
出
せ
ま
せ
ん
の
で
、
少
し
背
中
を
上
げ
て
座
位
を
つ

く
り
ま
す
。
私
が
担
当
し
た
方
に
、「
軟
ら
か
い
お
せ
ん
べ
い
が
食
べ
た
い
」
と
い
う
人
が
い
た
ん

で
す
が
、
訪
問
歯
科
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
必
ず
パ
タ
カ
ラ
体
操
を
し
て
か
ら
召
し
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
「
食
べ
た
い
物
を
食
べ
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
訓
練
も

苦
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

服
部　
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
専
門
職
と
連
携
し
て
、
食
事
を
自
分
で
安
全
に
食
べ
る

こ
と
が
で
き
る
と
、
人
生
の
幸
せ
に
つ
な
が
り
ま
す
ね
。「
危
な
い
か
ら
ダ
メ
」
と
生
活
の
行
動
範

囲
を
狭
め
て
し
ま
う
と
、
機
能
は
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
き
ま
す
。

笹
原　
あ
る
歯
科
衛
生
士
さ
ん
は
、
時
々
機
械
を
持
っ
て
き
て
映
像
を
見
せ
な
が
ら
喉
の
動
き
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
説
明
し
て
く
れ
る
ん
で
す
。
自
分
の
喉
の
構
造
と
か
、
食
べ
た
物
が
喉
に
ど

う
い
う
ふ
う
に
入
る
か
を
映
像
で
見
る
と
、
パ
タ
カ
ラ
体
操
の
効
果
や
、
飲
み
込
む
と
き
の
姿
勢
の

大
切
さ
が
理
解
し
や
す
か
っ
た
よ
う
で
す
。

【
胃
ろ
う
】

　
口
か
ら
食
事
を
と
る
こ

と
が
難
し
い
人
が
栄
養
を

と
る
た
め
、
手
術
で
胃
に

チ
ュ
ー
ブ
を
つ
け
る
。
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服
部　
人
間
の
喉
は
、
前
に
気
道
、
後
ろ
に
食
道
が
あ
っ
て
、
あ
わ
て
て
飲
み
込
む
と
健
康
な
人

で
も
時
々
気
道
に
入
っ
て
む
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
飲
み
込
む
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る

と
、
と
く
に
誤
嚥
は
起
こ
り
や
す
い
。
映
像
を
見
せ
な
が
ら
、
本
人
が
自
分
の
口
で
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
、
訓
練
を
通
じ
て
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
は
す
ご
く
大
切
で
す
ね
。

　

笹
原　
そ
れ
に
加
え
て
、
口
腔
内
を
清
潔
に
す
る
こ
と
も
非
常
に
大
事
で
す
。
訪
問
歯
科
で
は
歯

科
衛
生
士
に
口
腔
内
が
清
潔
か
、
よ
く
診
て
も
ら
う
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

服
部　
そ
う
で
す
ね
。
食
事
を
し
た
後
は
口
の
中
に
食
物
残
渣
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
も

の
が
残
っ
た
ま
ま
だ
と
、
呼
吸
す
る
と
き
に
喉
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
食

後
の
口
腔
ケ
ア
も
大
切
で
す
ね
。

ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
を
学
び
怪
我
予
防

　

服
部　
先
ほ
ど
寝
室
か
ら
ト
イ
レ
、
お
風
呂
な
ど
へ
の
移
動
を
助
け
る
福
祉
用
具
と
し
て
、
手
す

り
、
ス
ロ
ー
プ
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
他
に
注
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

喜
多　
い
わ
ゆ
る
半
覚
醒
状
態
の
と
き
は
足
を
滑
ら
せ
や
す
く
、
夜
中
に
転
倒
す
る
こ
と
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
家
の
中
に
は
、
段
ボ
ー
ル
が
あ
っ
た
り
、
服
掛
け
が
あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

散
乱
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
使
う
動
線
を
片
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

和
室
の
畳
で
滑
っ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
和
室
に
ベ
ッ
ド
を
置
く
場
合
は
、
と
く
に
夜
間
に
向
け

て
、
ベ
ッ
ド
の
足
元
に
滑
り
止
め
を
置
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

服
部　
高
齢
者
は
、
す
ぐ
使
え
る
よ
う
に
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
物
を
置
い
て
い
ま
す
。
足
元
に
お

か
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
物
を
整
理
し
て
、
生
活
ス
タ
イ
ル
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
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と
が
大
切
で
す
ね
。

笹
原　
夜
中
に
頻
繁
に
ト
イ
レ
に
行
か
れ
る
方
で
、
離
床
セ
ン
サ
ー
を
置
い
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

介
護
し
て
い
る
家
族
が
少
し
離
れ
た
場
所
で
寝
て
い
て
も
、
起
き
た
と
き
も
寝
床
に
戻
っ
た
と
き
も

離
床
セ
ン
サ
ー
で
わ
か
り
ま
す
。

服
部　
私
の
知
っ
て
い
る
全
盲
の
人
で
離
床
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
昼
間
は
ト

イ
レ
に
行
く
の
に
家
族
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
夜
間
に
ひ
と
り
で
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

セ
ン
サ
ー
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
寝
床
に
戻
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
て
、
介
護
し
て
い
る
人
も
安
心

し
て
眠
れ
ま
す
。
離
床
セ
ン
サ
ー
は
介
護
保
険
が
使
え
ま
す
か
。

喜
多　
は
い
、
使
え
ま
す
。
介
護
保
険
は
、
要
支
援
が
１
と
２
、
要
介
護
が
１
か
ら
５
の
合
計
７

段
階
あ
っ
て
、
市
町
村
が
認
定
を
し
ま
す
が
、
離
床
セ
ン
サ
ー
は
、
介
護
ベ
ッ
ド
と
同
じ
で
要
介
護

２
以
上
が
必
要
で
す
。

服
部　
そ
う
い
う
規
定
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
も
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
で
す

ね
。
他
に
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

喜
多　
私
た
ち
が
訪
問
し
た
と
き
に
よ
く
見
る
の
が
、
ト
イ
レ
の
ド
ア
ノ
ブ
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
で
す
。
極
端
に
緩
ん
で
い
た
ら
、
そ
こ
に
体
重
を
か
け
て
手
す
り
が
わ
り
に
し
て
立

ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
て
、
抜
け
て
転
倒
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
私
が
祖
父
の
介
護
を
し
て
い
た

と
き
、
祖
父
も
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
壊
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ト
イ
レ
の
壁
に

極
端
に
汚
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
よ
く
手
を
つ
い
て
い
る
場
所
で
、
そ
う
い
う
予
後

予
測
と
い
う
か
、
動
き
を
た
ど
っ
て
今
後
考
え
ら
れ
る
事
故
を
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

服
部　
こ
う
し
て
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
と
、「
起
き
て
」「
寝
て
」「
動
い
て
」
と

【
離
床
セ
ン
サ
ー
】

　
ベ
ッ
ド
上
や
ベ
ッ
ド
の

柵
、
床
な
ど
に
、
セ
ン
サ
ー

を
取
り
付
け
て
、
利
用
者

が
離
床
し
た
と
き
な
ど
に
、

別
の
部
屋
の
介
助
者
に
知

ら
せ
る
。
セ
ン
サ
ー
は
、

赤
外
線
や
超
音
波
を
使
用

し
た
も
の
、
接
触
に
よ
っ

て
反
応
す
る
も
の
な
ど
、

様
々
な
タ
イ
プ
が
あ
る
。
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普
段
当
た
り
前
に
し
て
い
る
こ
と
が
、
高
齢
に
な
っ
た
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
で
き

に
く
く
な
り
ま
す
が
、
工
夫
を
す
る
こ
と
で
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

　

笹
原　
介
護
を
さ
れ
る
方
々
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス＊

を
勉
強
し
て
、

体
の
構
造
を
少
し
で
も
理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
介
護
が
楽
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
車
椅
子
か
ら
立
っ
て
も
ら
う
と
き
、
介
護
さ
れ
る
人
の
手
が
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た
ら
介

護
が
し
に
く
い
。
そ
う
い
う
と
き
は
手
を
車
椅
子
の
内
側
に
入
れ
て
、
対
象
者
を
小
さ
く
ま
と
め
る

と
介
護
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
車
椅
子
か
ら
ト
イ
レ
へ
移
動
す
る
と
き
も
、
介
護
す
る
人

は
重
心
を
下
げ
て
、
全
身
を
使
っ
て
水
平
に
移
動
さ
せ
る
と
楽
に
で
き
ま
す
。
も
し
本
人
が
自
宅
で

生
活
し
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、
こ
う
し
た
正
し
い
介
助
の
仕
方
を
家
族
と
し
て
知
っ
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

　

服
部　
こ
れ
は
す
ご
く
大
切
な
提
案
で
す
ね
。
間
違
っ
た
方
法
で
介
護
す
る
と
腰
を
痛
め
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
を
学
ぶ
こ
と
で
怪
我
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

未
来
の
介
護
問
題
を
見
す
え
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
交
流
す
る

　

編
集
部　
少
し
補
足
で
お
伺
い
し
ま
す
。
90
代
く
ら
い
の
人
だ
と
、
買
い
物
に
行
く
の
も
、「
男

が
そ
ん
な
こ
と
で
き
る
か
」
み
た
い
な
価
値
観
が
抜
け
き
ら
な
い
で
、
家
の
こ
と
を
一
切
や
ら
な
い

人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
方
で
も
介
護
す
る
側
に
回
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
、
笹
原
さ
ん
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

笹
原　
そ
う
し
た
方
に
突
然
に
「
す
べ
て
の
介
護
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
も
無
理
で
す
か

ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
は
、
そ
の
人
に
あ
っ
た
方
法
で
考
え
ま
す
。
自
宅
で
生
活
し
て
い
く

【
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク

ス
】

　
人
間
の
体
の
原
理
を
応

用
し
て
、
介
護
や
介
助
の

際
の
身
体
へ
の
負
担
を
軽

減
す
る
技
術
の
こ
と
。
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中
で
何
が
で
き
る
か
、
少
し
ず
つ
始
め
て
、
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

買
い
物
も
、
ま
ず
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
行
っ
て
も
ら
う
と
か
、
地
域
に
出
て
い
ろ
い
ろ
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
か
で
介
助
の
仕
方
、
介
護
の
知
識
を
得
て
も
ら
う
と
か
、
自
分

が
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

服
部　
笹
原
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。
介
護
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
立
場
に
な
る
前
に
、
介
助
の
仕
方
、
介

護
の
知
識
を
持
っ
て
お
く
の
も
大
事
で
す
ね
。

笹
原　
相
談
す
る
の
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
近
所
の
方
で
も
い
い
ん
で
す
。
た
と

え
ば
地
域
の
将
棋
教
室
で
雑
談
す
る
と
か
で
も
い
い
。
地
域
に
出
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
働
い
て
い
た
と
き
、
仕
事
場
と
家
を
行
き
来
す
る
だ
け
の
生
活
を
し
て
い
た
男
性
は
多
い
で
す
。

退
職
し
た
ら
ま
ず
地
域
に
出
る
、
そ
れ
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
に
出
て
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
と
悩
む
人
も
い
ま
す
が
、
そ
の
人
の
好
き
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
。
私
が
時
々
行
く
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
、
喫
茶
店
の
よ
う
な
も
の
で
、
１
０
０
円
で
飲
み
物
が
頼
め
て
、
誰
が
来
て
も

い
い
。
も
ち
ろ
ん
女
性
が
多
い
で
す
け
れ
ど
も
、
男
性
も
い
て
、
皆
さ
ん
好
き
勝
手
に
話
し
て
い
ま

す
。「
男
性
は
地
域
に
出
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
大
き
く
し
て
言
い
た
い
で
す
ね
。

服
部　
い
ま
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
す
ご
く
大
切
で
す
ね
。
人
生
１
０
０
年
時
代
で
す
か
ら
、
た
と
え

ば
65
歳
で
定
年
退
職
し
て
も
、
あ
と
の
人
生
が
20
年
以
上
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
家
の
中
だ
け
で
暮
ら

す
の
か
、
地
域
に
出
て
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
か
、
大
き
な
違
い
で
す
よ
。
定
年
前
か

ら
少
し
ず
つ
地
域
に
出
て
お
く
と
な
じ
み
や
す
い
の
で
、
ぜ
ひ
早
め
に
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
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笹
原　
そ
う
で
す
ね
。
最
近
で
は
「
地
域
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
ま
す
け

ど
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー＊

の
認
知

症
カ
フ
ェ
で
も
、
喫
茶
店
の
よ
う
に
皆
さ
ん
好
き
勝
手
に
話
し
て
い
ま
す
。
こ
の
好
き
勝
手
に
話
す

と
い
う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
、
た
と
え
ば
高
校
野
球
に
す
ご
く
詳
し
い
お
じ
さ
ん
は
、
好
き
な
高

校
野
球
に
つ
い
て
は
誰
に
で
も
話
し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
そ
う
い
う
自
分
の
持
ち
味
を

生
か
す
の
が
大
事
だ
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
時
々
行
く
渋
谷
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
は
、
区
内
に
大
学
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
の
で
、

学
生
た
ち
が
来
て
、
ネ
イ
ル
サ
ロ
ン
を
や
っ
た
り
、
ス
マ
ホ
教
室
を
や
っ
た
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
人
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
そ
う
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
き
っ
か
け
に
少
し
ず
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
広
げ
て
い
け
ば
、
何
か
あ
っ
た
と
き
助
け
て
も
ら

え
る
可
能
性
も
広
が
り
ま
す
よ
ね
。
ま
ず
、
家
か
ら
一
歩
出
る
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
は
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
や
っ
て
い
る
カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
で
も
い
い
で
す
し
、
自
分
が
興
味
あ
る
こ
と
で
も

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

編
集
部　
地
域
で
人
間
関
係
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
、
未
来
の
介
護
問
題
を
考
え
て
も
必
要
で

す
ね
。

　

服
部　
日
本
の
高
齢
社
会
も
、
ま
だ
前
途
洋
々
だ
と
思
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を

し
て
、
第
２
、
第
３
の
人
生
を
、
い
ま
ま
で
に
な
い
楽
し
み
、
喜
び
、
仲
間
が
い
る
人
生
に
す
る
。

そ
の
た
め
に
も
地
域
に
出
て
み
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
５
年
４
月
８
日
開
催
）

【
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
】

　
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
介
護
、
医
療
、
保
健
、

福
祉
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

な
側
面
か
ら
総
合
的
に
高

齢
者
を
支
援
す
る
施
設
。
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在
宅
医
療
を
志
し
た
き
っ
か
け

　

こ
れ
か
ら
「
介
護
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
く
上
で
、
ま
ず
は
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
背
景
に
つ
い
て
語
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

私
が
大
学
３
年
生
の
こ
ろ
、
母
が
若
年
性
の
認
知
症
を
発
症
し
ま
し
た
。
医
学
生
だ
っ
た
の
で
医
療
は
身
近
だ
っ
た
つ

も
り
で
す
が
、今
の
知
見
か
ら
振
り
返
れ
ば
、お
そ
ら
く
１
、２
年
く
ら
い
発
見
が
遅
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
父
は
「
物

忘
れ
が
進
行
し
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
っ
て
お
り
、
私
自
身
も
な
ん
と
な
く
周
り
の
目
も
気
に
な
っ
た
た
め
、
受
診

に
行
く
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル
の
よ
う
な
も
の
も
感
じ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
若
年
性
の
認
知
症
は
進
行
が
早
い
の
で
、
わ

か
っ
た
と
き
に
は
母
の
病
状
は
か
な
り
進
行
し
た
状
態
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
時
政
府
官
僚
だ
っ
た
父
は
介
護
離
職
を
決
め
ま
し
た
。
立
場
あ
る
父
が
最
愛
の
人
の
た
め
に
仕
事
を
辞
め

た
こ
と
は
、
一
人
の
人
間
・
家
族
と
し
て
見
習
う
べ
き
と
い
う
認
識
は
あ
り
な
が
ら
も
、
職
能
人
と
し
て
の
父
を
強
く
尊

敬
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
同
時
に
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

介護の用具と工夫

特
集

梅
うめ

本
もと

一
かず

紀
き

梅本ホームクリニック院長

在
宅
医
療
の
「
介
護
現
場
」

訪
問
診
療
医
と
し
て
実
際
に
現
場
に
出
て
み
る
と
︑
大
学
病
院

に
勤
務
し
て
い
た
当
時
の
私
が
想
像
し
て
い
た
以
上
の「
リ
ア
ル
」

に
対
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
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こ
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
在
宅
に
お
け
る
医
療
・
介
護
に
対
し
、
一
人
の
当
事
者
と
し
て
、
大
き
な

問
題
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
の
数
あ
る
領
域
の
中
で
も
、
在
宅
診
療
な
ら
よ
り
近
く
で
母
の
よ

う
な
認
知
症
の
患
者
に
寄
り
添
え
、
患
者
を
介
護
し
て
い
る
父
の
よ
う
な
人
も
含
め
て
地
域
の
皆
様
の
生
活
全
体
を
支
え

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
訪
問
診
療
医
を
志
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
現
場
に
出
て
み
て
、
医
師
と
し
て
「
介
護
現
場
」
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

　

訪
問
診
療
医
と
し
て
実
際
に
現
場
に
出
て
み
る
と
、
大
学
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
当
時
の
私
が
想
像
し
て
い
た
以
上
の

「
リ
ア
ル
」
に
対
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

在
宅
の
世
界
は
、
病
棟
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
物
資
の
整
っ
た
環
境
で
療
養
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
覚
悟
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
現
実
的
な
こ
と
が
多
く
、
例
え
ば
玄
関
が
診
察
室
に
な

る
ご
自
宅
も
あ
れ
ば
、
予
定
の
診
療
時
刻
に
ご
不
在
と
い
う
日
も
あ
り
ま
す
。
依
頼
を
い
た
だ
い
て
初
診
で
訪
問
す
る
と

本
人
に
介
入
を
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
日
に
も
う
誰
も
来
る
予
定
の
な
い
患
者
様
の
オ
ム
ツ
を
不
慣
れ
な

手
つ
き
で
交
換
し
た
こ
と
も
、
時
に
は
生
活
費
と
睨
め
っ
こ
し
な
が
ら
「
ど
の
治
療
は
や
る
べ
き
で
ど
の
治
療
は
控
え
る

と
お
ト
ク
な
の
か
」
と
患
者
と
一
緒
に
模
索
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
方
独
自
の
価
値
観
や
ル
ー
ル
が
あ
る
ご
自
宅
も
多
く
、
私
も
最
初
は
そ
う
い
っ
た
も
の
を
感
受
し
き
れ
な

い
こ
と
で
患
者
に
た
く
さ
ん
叱
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
、
患
者
が
本
当
に
私
た
ち
に
求
め
て
い
る
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
い
た
よ
う
な
体
験
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
訪
問
診
療
医
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
で
い
く

う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
こ
れ
ら
が
「
当
た
り
前
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
き
ま
し
た
。

　

考
え
て
み
れ
ば
、
患
者
に
と
っ
て
在
宅
で
の
医
療
・
介
護
と
い
う
の
は
、
生
活
に
お
け
る
時
間
の
一
部
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

朝
起
き
て
テ
レ
ビ
を
み
て
、
食
事
を
し
て
歯
を
磨
い
て
、
ト
イ
レ
に
行
っ
て
洗
濯
を
し
て
新
聞
を
み
る
。
そ
ん
な
当
た
り

前
の
生
活
の
中
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
い
く
日
も
あ
れ
ば
、
医
療
や
介
護
が
や
っ
て
来
る
日
も
あ
る
。
そ
う
い
う
生
活
の
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ル
ー
チ
ン
は
、
内
容
に
よ
っ
て
は
好
き
な
人
も
、
嫌
い
な
人
も
い
て
当
た
り
前
で
す
。
私
だ
っ
て
、
生
き
て
い
れ
ば
好
き

な
こ
と
も
そ
う
で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
「
良
く
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
伝
わ
ら
な
い
、
う
ま
く
行
か
な
い
こ
と
で
落
ち
込
む
こ
と
が
ど
う
し
て

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
が
お
互
い
に
人
間
で
あ
る
以
上
、
う
ま
く
行
か
な
い
こ
と
を
含
め
て
、
そ
れ
は
と
て
も
自

然
な
こ
と
だ
と
捉
え
直
す
こ
と
で
出
来
る
ほ
ん
の
少
し
の
気
持
ち
の
余
裕
、
笑
顔
が
、
案
外
本
人
と
一
歩
距
離
を
縮
め
る

特
効
薬
に
な
っ
た
り
も
す
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
院
の
掲
げ
る
理
念
の
一
つ
に
「
患
者
様
を
最
愛
の
人
の
よ
う
に
大
切
に
す
る
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
父
が
最

愛
の
母
の
た
め
に
介
護
離
職
を
決
め
た
よ
う
に
、
当
院
は
患
者
を
最
愛
の
人
の
よ
う
に
大
切
に
す
る
と
い
う
想
い
を
常
に

念
頭
に
活
動
し
ま
す
。
そ
れ
は
押
し
付
け
で
は
な
く
、
本
人
ら
し
さ
を
尊
重
し
、
本
当
に
患
者
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
抜
く
姿
勢
が
基
盤
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

患
者
が
自
宅
で
本
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
本
質
的
な
目
的
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
医
療
と
い
う
た
っ
た
一
つ

の
領
域
を
お
手
伝
い
す
る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。
一
つ
の
手
段
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
医
療
を
最
愛
の
人
の
よ

う
に
患
者
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
結
果
と
し
て
健
康
レ
ベ
ル
が
維
持
・
増
進
さ
れ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活
に
少
し
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
間
を
少
し
で
も
安
心
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
視

点
も
、
プ
ロ
と
し
て
私
た
ち
は
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
介
護
」
は
孤
独
？　

辛
い
も
の
？　

私
の
考
え
る
介
護
の
魅
力

　

こ
の
業
界
に
飛
び
込
ん
で
分
か
っ
た
こ
と
が
他
に
も
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
が
当
事
者
と
し
て
も
身
を
置
き
、
現
在
は

仕
事
の
一
部
で
も
あ
る
「
介
護
」
と
い
う
体
験
は
、
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

介
護
を
通
し
て
、
素
敵
な
出
会
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
介
護
現
場
の
方
々
は
家
族
を
は
じ
め
、
連
携
機
関
の
職
員
の
皆
様
も
、
本
当
に
素
敵
な
人
ば
か
り
で
す
。
想
い
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が
あ
っ
て
親
切
で
、
介
護
へ
の
熱
量
も
非
常
に
高
い
。
そ
の
よ
う
な
素
敵
な
人
た
ち
と
の
出
逢
い
や
、
彼
ら
か
ら
教
え
て

い
た
だ
く
学
び
さ
え
も
、
こ
の
介
護
の
現
場
が
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
人
と
人
と
の
関
係
が
希
薄
に
な
り

つ
つ
あ
る
現
代
に
お
い
て
、
こ
う
い
っ
た
温
か
い
人
間
関
係
が
自
然
と
構
築
さ
れ
る
場
は
、
そ
う
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
院
に
も
「
患
者
様
を
孤
独
か
ら
救
う
」
と
い
う
理
念
が
あ
り
ま
す
。
社
会
的
に
孤
立
し
や
す
い
患
者
、
そ
の
家
族
を
、

決
し
て
孤
立
さ
せ
な
い
。
私
た
ち
か
ら
元
気
な
笑
顔
で
勇
気
づ
け
、
そ
し
て
私
た
ち
も
ま
た
、
そ
ん
な
空
間
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
い
た
だ
く
。
私
は
こ
の
業
界
の
そ
ん
な
「
一
体
感
」
み
た
い
な
も
の
が
大
好
き
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
中
心
に
い

る
患
者
様
が
多
く
の
支
援
者
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
在
宅
の
生
活
で
垣
間
見
え
る
笑
顔
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
時
、
そ

れ
が
何
よ
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
時
々
で
見
る
と
「
た
い
へ
ん
」
と
い
う
想
い
は
あ
っ
て
当
然
で
す
。
決
し
て
楽
し
い
だ
け
の
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
介
護
は
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
本
来
得
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
の
た
く
さ
ん
の
出
会
い
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。
誰
も
が
孤
独
に
な
ら
な
い
よ
う
な
制
度
設
計
を
こ
の
国
は
長
年
進
め
て
き
て
い
て
、
実
際
に
現
場
に

は
そ
う
い
う
空
間
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
一
面
に
目
を
向
け
て
見
る
と
、
全
て
が
繋
が
っ
て
、

自
分
も
ま
た
、
支
え
・
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

介
護
に
対
す
る
、
私
た
ち
の
取
り
組
み

　

こ
の
よ
う
な
素
敵
で
大
好
き
な
現
場
に
私
た
ち
も
主
体
的
に
役
立
て
る
よ
う
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が

三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
連
携
」
で
す
。
医
療
・
介
護
は
チ
ー
ム
で
行
う
こ
と
で
何
倍
に
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
横

の
つ
な
が
り
で
あ
る
連
携
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
、
多
く
の
事
業
所
が
悩
み
を
抱
え
て
い
る
課
題
の
一
つ
だ
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
当
院
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
患
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
師
と
円
滑
に
連
携
す

る
た
め
「
医
療
連
携
室
」
と
い
う
部
門
を
立
ち
上
げ
、
私
た
ち
の
医
療
と
介
護
を
融
和
さ
せ
る
た
め
に
活
動
し
て
も
ら
っ
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て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
診
療
中
心
で
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
連
携
室
の
メ
ン
バ
ー
が
出
来
た
こ
と
で
、
よ
り
高
い
解
像

度
で
患
者
様
の
生
活
に
お
け
る
問
題
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
な
ど
に
も
積
極
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
患
者
を
取
り
巻
く
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
診
療
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
実
感

を
得
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
地
域
向
け
の
勉
強
会
」
で
す
。
地
域
の
医
療
機
関
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
医
療
と
い
う
も
の
を
地
域
に
適

切
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
着
想
か
ら
「
医
療
の
チ
カ
ラ
」
と
い
う
当

院
主
催
で
開
催
し
て
い
る
地
域
向
け
の
勉
強
会
を
発
足
し
、
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
医
師
が
講
師
を
務
め
る
勉
強
会
で
す

が
、
た
だ
専
門
分
野
の
情
報
を
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
体
験
型
・
参
加
型
に
な
る
こ
と
を
心
が
け
、
私
た
ち
医
師

が
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
何
を
見
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を
伝
え
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。
毎
回
20
名
ほ

ど
参
加
い
た
だ
け
る
規
模
に
成
長
し
、
参
加
さ
れ
る
の
は
主
に
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

方
々
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
や
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
、
当
院
の
「
規
模
拡
大
」
で
す
。
こ
れ
は
単
純
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
大
き
く
し
た
い
と
い
う
話
で
は
な
く
、
国
の

制
度
設
計
上
、
そ
う
す
る
こ
と
が
患
者
様
を
最
愛
の
人
の
よ
う
に
大
切
に
す
る
た
め
に
は
必
須
と
考
え
た
た
め
で
す
。
実

は
開
院
当
初
は
、
母
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
「
認
知
症
」
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
強
く
、
こ
の
領
域
を
中
心
と
し
て
い
ま
し

た
。
診
療
科
目
で
言
え
ば
「
精
神
科
」
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
疾
患
で
あ
る
た
め
、
地
域
か
ら
は
精
神
科
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
認
識
さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
大
き
な
課
題
を
抱
え
ま
す
。「
訪
問
診
療
は
一
人
の
患
者
様

に
ひ
と
つ
の
訪
問
医
療
機
関
」
と
い
う
原
則
か
ら
、
患
者
に
生
じ
た
認
知
症
以
外
の
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。

　

当
た
り
前
で
す
が
、
認
知
症
を
患
い
通
院
困
難
な
状
態
の
患
者
様
も
、
他
の
疾
患
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
目
で
お
困
り
な
こ
と
も
あ
れ
ば
、
転
倒
し
て
骨
折
を
疑
う
時
も
あ
る
。
社
会
的
に
も
孤
独
に
な
り
や
す
い
環

境
だ
か
ら
こ
そ
、
心
を
病
ま
れ
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
「
こ
の
疾
患
は
診
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
の
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は
、
違
う
な
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
体
験
か
ら
、
現
在
で
は
内
科
や
精
神
科
は
も
ち
ろ
ん
、
外
科
、
整

形
、
リ
ウ
マ
チ
、
皮
膚
科
、
眼
科
、
耳
鼻
科
な
ど
、
10
を
超
え
る
診
療
科
を
保
有
し
、
在
宅
で
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
、
こ

れ
ま
で
通
院
で
し
か
行
え
な
か
っ
た
よ
う
な
検
査
項
目
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
必
要
が
あ
る
も
の
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
展
開
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

業
界
の
担
い
手
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
A
Ｉ
シ
フ
ト

　

私
は
元
々
、
決
し
て
機
械
が
得
意
な
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
流
れ
を
考
え
れ
ば
、
私
た

ち
が
患
者
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
当
院
は
業
界
を
代
表
で
き
る
よ
う
な
Ａ
Ｉ
シ
フ
ト
を
牽
引
す
る
医
療
機
関
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
国
民
５
人
に
１
人
が
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な
る
「
２
０
２
５
年
問
題
」
に
遂
に
突
入

し
た
現
在
、
今
後
も
予
測
さ
れ
る
「
担
い
手
不
足
」
を
唯
一
解
消
す
る
手
段
は
、〝
人
以
外
〟
の
力
を
上
手
に
借
り
な
が
ら
、

本
当
に
人
で
し
か
出
来
な
い
仕
事
に
注
力
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
医
療
・
介
護
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
に
は
誰
よ
り
も
敬
意
を
持
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
や
は
り
既
存
の
や

り
方
だ
け
で
は
良
い
医
療
の
実
現
は
不
可
能
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
既
存
の
常
識
を
越
え
て
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
を
活

用
し
な
が
ら
新
し
い
医
療
を
創
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
現
在
で
言
え
ば
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
主
軸
に
な
る
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
当
院
で
は
す
で
に
文
書
の
読
み
込
み
、
書
類
作
成
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
お
り
、

順
次
こ
れ
を
診
療
に
も
拡
充
し
て
い
く
試
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
専
属
で
Ａ
Ｉ
を
担
当
す
る
職
員
も
配
置
し
て
い
る
た

め
、
ま
だ
ま
だ
模
索
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
患
者
を
お
支
え
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
地
域

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
私
た
ち
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

42



特集・介護の用具と工夫

　

筆
者
は
２
０
１
５
年
に
千
葉
県
柏
市
に
て
法
人
を
設
立
し
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
を
し
て
い
ま
す
。
本
年

に
入
り
、
一
般
社
団
法
人
東
大
看
護
学
実
装
普
及
研
究
所
と
し
て
文
京
区
で
の
活
動
も
開
始
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
筆

者
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
訪
問
看
護
と
い
う
「
道
具
」
を
在
宅
で
の
生
活
に
最
大
限
活
用
い
た
だ
く
方
法
に
つ
い
て
、

解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

訪
問
看
護
と
は

　

訪
問
看
護
は
、そ
の
名
の
通
り
、看
護
職
が
自
宅
や
一
部
の
施
設
等
（
１
）

に
訪
問
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。「
訪
問
介
護
」

と
混
同
さ
れ
や
す
い
で
す
が
、
訪
問
介
護
は
介
護
職
が
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
い
わ
ゆ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
で
す
。
訪

問
看
護
は
看
護
職
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
提
供
さ
れ
る
ケ
ア
は
、
医
療
的
な
内
容
が
中
心
で
す
。

　

訪
問
看
護
を
提
供
す
る
事
業
所
の
名
称
を
「
訪
問
看
護
事
業
所
」
な
い
し
「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
言
い
ま
す
。

介護の用具と工夫

特
集

「
か
か
り
つ
け
医
」
な
ら
ぬ

「
か
か
り
つ
け
看
護
師
」
と
し
て
の
訪
問
看
護

吉江悟

一般社団法人
Neighborhood Care

代表理事

2002年東京大学医学部健康科
学・看護学科卒。看護師、保健
師、介護支援専門員。虎の門病
院、東京大学高齢社会総合研究
機構などを経て2015年より現
職。東京大学客員研究員、筑波
大学客員研究員、慶應義塾大学
訪問研究員、広島大学客員准教
授、千葉県看護協会理事、東京
都介護支援専門員研究協議会理
事、一般社団法人東大看護学実
装普及研究所代表理事ほか。
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診
療
所
や
病
院
に
所
属
す
る
看
護
職
が
訪
問
看
護
を
提
供
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

訪
問
看
護
を
利
用
で
き
る
方
は
、
原
則
と
し
て
「
通
院
の
難
し
い
方
」
で
す
。
通
院
で
き
る
方
は
、
基
本
的
に
は
外
来
通
院

い
た
だ
く
形
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
精
神
障
害
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、
身
体
機
能
と
し
て
は
自
立
し
て
い
て
も
、
そ
の
他
の
理

由
に
よ
り
通
院
だ
け
で
は
自
宅
で
の
生
活
維
持
が
難
し
い
方
の
場
合
に
は
、
訪
問
看
護
を
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
家
族
等
の
力
を
借
り
れ
ば
何
と
か
通
院
で
き
る
」
と
い
う
方
は
、
自
力
だ
け
で
は
通
院
が
難
し
い
わ
け
で
す
の
で
、
訪
問
看
護

を
利
用
で
き
る
場
合
が
多
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に
対
し
て
医
師
が
訪
問
看
護
の
必
要
を
認
め
、「
訪
問
看
護
指
示
書
」
と
い

う
書
類
を
発
行
し
た
場
合
に
限
り
、
介
護
保
険
や
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る
形
で
訪
問
看
護
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

訪
問
看
護
と
類
似
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
上
記
の
通
り
、
介
護
職
が
訪
問
す
る
訪
問
介
護
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
に
も
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
、
歯
科
衛
生
士
、
管
理
栄
養
士
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が
自
宅
に
訪
問
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
介
護
保
険
・
健
康
保
険
制
度
の
も
と
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
一
点
、
日
本
の
制
度
上
、
や
や
混
乱
し
や
す
い
点
を
補
足
し
て
お
き
ま
す
。
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
理

学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
と
い
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
も
在
籍
す
る
こ
と
が
で
き
、彼
ら
も
「
訪

問
看
護
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
名
称
を
使
っ
て
訪
問
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
訪
問
看
護
」
の
中
に
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
も
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

訪
問
看
護
の
強
み

　

訪
問
看
護
の
強
み
を
端
的
に
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
本
邦
に
は
健
康
保
険
・

介
護
保
険
の
も
と
で
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
訪
問
看
護
は
そ
の
中
で
も
縦
横
無
尽
に
機
動
力
を
発
揮
で

き
る
「
遊
軍
」
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

慢
性
期
も
急
性
期
も

　

訪
問
看
護
は
一
般
的
に
は
慢
性
疾
患
の
看
護
の
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
医
療
機
関
が
指
示
書
の
発
行
と
薬
剤
等
の
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提
供
を
し
て
く
れ
れ
ば
、
自
宅
で
の
点
滴
治
療
な
ど
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
筆
者
の
所
属
す
る
事
業
所
で
も
、

肺
炎
や
尿
路
感
染
症
に
対
す
る
抗
菌
薬
投
与
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア

　

右
記
の
よ
う
な
慢
性
期
・
急
性
期
の
治
療
・
ケ
ア
に
加
え
て
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
最
期
ま
で
暮
ら
し
た
い
方
へ
の
支

援
（
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
、
終
末
期
の
ケ
ア
）
も
担
い
ま
す
。

夜
間
休
日
の
臨
時
対
応

　

救
急
車
ほ
ど
迅
速
に
動
け
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
夜
間
休
日
も
看
護
職
に
電
話
が
通
じ
、
臨
時
訪
問
の
体
制
を
整

え
て
い
る
訪
問
看
護
事
業
所
は
少
な
く
な
い
で
す
。
全
国
的
に
救
急
医
療
の
体
制
が
逼
迫
す
る
中
で
、
救
急
車
を
呼
ぶ
ほ

ど
で
は
な
い
け
れ
ど
も
心
配
な
症
状
が
あ
る
方
に
対
し
て
、
医
療
機
関
が
開
く
の
を
待
た
ず
と
も
臨
時
の
相
談
や
訪
問
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

介
護
保
険
で
も
健
康
保
険
で
も

　

高
齢
者
の
場
合
、
訪
問
看
護
に
は
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
病
状
に
よ
っ
て
は
医
療
保
険
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
介
護
保
険
と
医
療
保
険
の
両
方
を
行
き
来
で
き
る
の
は
、
数
あ
る
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
中
で
も
訪
問
看
護
だ
け
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

身
体
的
ケ
ア
も
精
神
的
ケ
ア
も

　

前
述
し
た
通
り
、
身
体
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
精
神
疾
患
や
さ
ま
ざ
ま
な
気
持
ち
の
面
で
の
悩
み
ご
と
に
対
応
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
世
帯
内
に
身
体
疾
患
と
精
神
疾
患
を
も
つ
方
の
両
方
が
い
る
場
合
に
、
訪
問
看
護
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
に
対

応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
筆
頭
と
な
り
得
ま
す
。

訪
問
看
護
の
弱
み

　

訪
問
看
護
の
弱
み
と
し
て
は
、「
利
用
開
始
が
遅
く
な
り
が
ち
」
と
い
う
点
が
最
も
よ
く
聞
か
れ
る
弱
点
で
は
な
い
か

「かかりつけ医」ならぬ「かかりつけ看護師」としての訪問看護45



と
思
い
ま
す
。
一
般
市
民
の
方
の
み
な
ら
ず
医
療
・
介
護
の
従
事
者
に
お
い
て
も
、
訪
問
看
護
は
「
寝
た
き
り
に
な
っ
た

と
き
に
使
う
も
の
」「
看
取
り
が
近
付
い
た
ら
使
う
も
の
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
は
少
な
く
な
い
で
す
。

利
用
開
始
が
遅
く
な
る
と
、
ご
本
人
や
ご
家
族
と
の
関
係
が
形
成
で
き
て
い
な
い
中
で
バ
タ
バ
タ
と
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ

れ
る
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
ま
だ
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
急
に
病
状
が
悪
化
し
て
望
ま
な
い
最
期
を
迎
え
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
と
い
っ
た
こ
と
が
起
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
観
点
で
は
、
少
し
早
め
か
ら
、
月
1

回
等
の
低
頻
度
で
利
用
を
開
始
し
て
、
先
々
に
向
け
て
の
心
構
え
を
一
緒
に
考
え
て
い
く
の
も
良
い
使
い
方
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
一
律
の
弱
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
訪
問
看
護
の
資
源
が
十
分
で
な
く
、
前
述
し
た
よ

う
な
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
の
も
弱
み
の
ひ
と
つ
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
人
口
減
少
の
著
し
い
地
方
部
で
は
、

訪
問
看
護
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
資
源
が
乏
し
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
か
か
り
つ
け
看
護
師
」
と
し
て
訪
問
看
護

　

以
上
、
簡
単
で
す
が
訪
問
看
護
に
つ
い
て
概
説
し
ま
し
た
。
周
囲
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
な
い

と
馴
染
み
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
宅
で
の
生
活
に
少
し
不
安
を
感
じ
始
め
た
と
き
に
は
、
訪
問
看
護
は
身
近
な

医
療
職
と
し
て
頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。
昨
今
「
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
国
の
広
報
を
見
か
け
る
機

会
が
増
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
に
加
え
て
、
か
か
り
つ
け
看
護
師
と
し
て
の
訪
問
看
護
も
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
住
ま
い
の
地
域
に
ど
の
よ
う
な
訪
問
看
護
事
業
所
が
あ
る
か
、
調
べ
て
み
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
筆
者
の
所
属
先
で
は
訪
問
看
護
以
外
に
近
隣
住
民
と
の
接
点
を
強
め
ら
れ
る
よ
う
居
場
所
づ
く
り
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
他
地
域
に
も
似
た
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
足
を
運
ん
で
み
る
の
も
お

も
し
ろ
い
と
思
い
ま
す
。

注　
（
１
） 住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
な
ど
。
保
険
の
種
類
に
よ
っ
て
も
適
用
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
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意
義
あ
る
高
齢
期

　

本
邦
で
は
社
会
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
２

０
２
４
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
調
査
で
１
０
０

歳
以
上
の
人
口
は
９
万
５
１
１
９
人
と
な
り
、
調
査
開
始

以
来
54
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
し
続
け
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
生
ま
れ
の
子
供
の
50
％
が
到
達
す
る
と
期
待

さ
れ
る
年
齢
が
１
０
７
歳
で
あ
る
と
い
う
推
定
も
あ
り
、

ま
さ
に
人
生
１
０
０
年
時
代
が
到
来
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

連
載

人
生
１
０
０
年
時
代
に

姿
勢
を
考
え
る松ま

つ

本も
と

守も
り

雄お

姿
勢
を
め
ぐ
る
エ
ッ
セ
イ

慶應義塾大学整形外科教授、
慶應義塾大学病院病院長、慶
應義塾理事。第一生命財団評
議員。
1986年、慶應義塾大学医学
部卒業、整形外科学教室入局。
1998年、米国ニューヨーク
州オルバニー医科大学留学。
2015年より慶應義塾大学医
学部整形外科学教授。慶應義
塾大学病院副病院長を経て、
2021年より現職。

47



　

ロ
ン
ド
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト

ン
博
士
は
著
書
『LIF

E
 SH

IF
T

』
の
中
で
人
生
が
教
育
・

仕
事
・
引
退
（
老
後
）
と
い
う
３
ス
テ
ー
ジ
か
ら
マ
ル
チ

フ
ェ
イ
ズ
に
転
換
し
て
い
く
と
も
述
べ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
の
長
寿
の
時
代
に
は
引
退
と
い
う
概
念
が
薄
れ
、
高
齢

者
も
可
能
な
限
り
社
会
参
加
を
続
け
て
い
く
時
代
に
な
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
少
子
化
が
進
み
、
１
９
９
５
年
の
８
７
２
６

万
人
を
頂
点
に
、
年
々
生
産
年
齢
が
減
少
し
２
０
４
０
年

に
は
６
０
０
０
万
人
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
社
会

を
支
え
る
年
代
の
人
口
が
顕
著
に
減
少
し
ま
す
。
社
会
の

活
力
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
も
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促

進
は
重
要
と
い
え
ま
す
。
実
際
、
65
歳
以
上
の
就
業
者
数

は
２
０
１
２
年
の
５
９
６
万
人
か
ら
２
０
２
３
年
の
９
１

４
万
人
へ
と
、
約
10
年
間
で
３
０
０
万
人
以
上
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
は
、
決
し
て
暗
い
時
代
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ご
自
身
も
１
０
５
歳
ま
で
長
寿
を
全
う
さ
れ
た

聖
路
加
国
際
病
院
の
日
野
原
重
明
先
生
は
『
人
生
百
年　

私
の
工
夫
』
と
い
う
著
書
の
中
で
「
六
十
歳
で
現
役
の
人

生
が
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
年
齢
を
超
え
た
後
半
の

人
生
こ
そ
は
、
あ
な
た
方
が
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る
希

望
の
あ
る
人
生
で
あ
る
」 

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

内
閣
府
に
よ
る
生
活
満
足
度
の
調
査
で
も
、
高
齢
者
は

他
の
年
代
と
比
較
し
て
生
活
満
足
度
が
高
い
こ
と
も
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
身
の
健
康
、
家
族
さ
ら
に
経

済
的
な
問
題
な
ど
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
高
齢
者

も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
が
、
総
じ
て
人
生
１
０
０
年
時
代

は
高
齢
者
に
と
っ
て
は
意
義
あ
る
時
代
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

人
生
１
０
０
年
を
有
意
義
に
生
き
る
た
め
に
は
健
康
で

あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
ひ
と

つ
が
良
い
姿
勢
を
維
持
す
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
加
齢

に
よ
り
背
中
が
曲
が
り
、
前
屈
み
に
な
っ
て
く
る
の
は
、

い
わ
ば
年
齢
相
応
の
生
理
的
な
現
象
で
す
が
、
こ
れ
が
進

行
し
て
痛
み
な
ど
の
症
状
を
生
じ
る
と
脊
柱
変
形
と
い
う

病
的
な
状
態
と
な
り
、
立
位
や
歩
行
に
制
限
を
生
じ
て
日

常
生
活
に
も
大
き
な
支
障
を
来
し
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
著
名
な
脊
椎
外
科
医
で
あ
るJean 

D
ubousset

は
ヒ
ト
の
立
位
姿
勢
を
〝
バ
ラ
ン
ス
の
鎖
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連載/姿勢をめぐるエッセイ

（chain of balance

）〟
と
表
現
し
ま
し
た
。
こ
の
バ
ラ

ン
ス
の
鎖
は
地
面
に
接
し
た
足
を
基
盤
と
し
て
、
下
肢
、

骨
盤
、
脊
椎
を
介
し
て
頭
蓋
骨
に
至
る
要
素
か
ら
成
り
立

ち
ま
す
。

　

こ
の
バ
ラ
ン
ス
の
鎖
は
最
小
の
円
錐
内
で
の
動
揺
と
最

小
の
筋
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
立
位
姿
勢
が
維
持
さ
れ
る
と
い
う

概
念
で
あ
り
，Dubousset
は
こ
れ
を“cone of econom

y”

と
呼
び
ま
し
た
。
脊
柱
変
形
が
進
行
す
る
と
こ
の
円
錐
が

大
き
く
な
り
、
立
位
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
最
大

限
の
筋
力
を
要
す
る
よ
う
に
な
り
、
立
位
の
維
持
が
困
難

に
な
り
ま
す
。

増
加
す
る
脊
柱
変
形

　

私
は
長
年
脊
柱
変
形
の
診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
と
こ
ろ
社
会
の
高
齢
化
を
背
景
に
高
齢
者
の
脊
柱
変

形
患
者
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
国
内
外
で
高
齢
者
を
含
め
た
成
人
脊
柱
変
形
に
関

す
る
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
国
のSteven G

lassm
ann

ら
は
頚
椎
か
ら
降
ろ
し

た
垂
線
が
骨
盤
よ
り
前
方
に
位
置
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
（
前

屈
み
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
）
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
が
悪

化
す
る
こ
と
を
示
し
、
矢
状
面
（
横
か
ら
見
た
断
面
）
で

の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
のD

uval-B
eaupère

ら
は
骨
盤
の
形
態
と

脊
椎
の
配
列
形
態
（
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
）
が
密
接
に
関
係

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
加
齢
で
腰
の

前
弯
が
減
少
す
る
と
立
位
を
維
持
す
る
た
め
に
骨
盤
が
代

償
性
に
後
ろ
に
傾
き
ま
す
（
垂
直
に
立
っ
て
く
る
）。
さ

ら
に
進
行
す
る
と
膝
や
股
関
節
を
曲
げ
た
り
、
背
中
（
胸

椎
）
を
そ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
何
と
か
立
位
を
維
持
し
て
、

前
を
見
て
歩
こ
う
と
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
然
、
こ

の
姿
勢
で
は
背
中
や
骨
盤
、
下
肢
の
筋
肉
に
疲
労
が
た
ま

り
ま
す
し
、
痛
み
も
生
じ
ま
す
の
で
、
歩
く
に
つ
れ
て
だ

ん
だ
ん
と
姿
勢
が
前
傾
を
し
て
長
く
立
っ
た
り
歩
い
た
り

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
のF

erran Pellisé

は
成
人
脊
柱
変
形
の
患

者
は
糖
尿
病
、
慢
性
肺
疾
患
、
心
不
全
、
関
節
炎
な
ど
の

全
身
疾
患
の
患
者
よ
り
あ
ら
ゆ
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
指
標
が
不
良

で
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
調
査
で

脊
柱
変
形
の
高
齢
患
者
で
は
逆
流
性
食
道
炎
（
胃
酸
が
食
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道
に
逆
流
す
る
疾
患
）
の
患
者
が
有
意
に
多
い
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
脊
椎
の
後
弯
に
よ
り
腹
腔
内
圧

が
上
昇
す
る
こ
と
が
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
考
え
ら
れ

て
お
り
、
患
者
は
胸
や
け
や
食
欲
不
振
に
悩
む
こ
と
に
な

り
ま
す
し
、
深
呼
吸
が
行
い
に
く
く
な
り
ま
す
。
脊
柱
が

後
弯
し
て
い
る
人
は
生
命
予
後
が
短
い
と
す
る
報
告
も
あ

り
、
高
齢
者
の
脊
柱
変
形
は
た
だ
単
に
背
骨
の
問
題
だ
け

で
は
無
く
、
全
身
的
な
悪
影
響
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

脊
柱
変
形
の
予
防
と
治
療

　

高
齢
者
の
脊
柱
変
形
は
こ
の
よ
う
に
健
康
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
予
防
し
た
い
も

の
で
す
。
脊
柱
変
形
の
要
因
は
椎
間
板
の
加
齢
的
な
変
性
、

背
中
の
周
り
の
筋
肉
の
萎
縮
、
平
衡
機
能
の
低
下
、
骨
が

も
ろ
く
な
る
骨
粗
鬆
症
を
背
景
に
し
た
せ
ぼ
ね
の
骨
折
、

下
肢
の
変
形
性
関
節
症
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
た
め
予
防
と

い
っ
て
も
一
筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
体
幹
を
支
え
る
筋
群
の
筋
力
を
維
持
す
る
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
良
い
姿
勢
を
で
き
る
だ
け
保

ち
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
な
ど
身
の
回
り
で
簡

単
に
で
き
る
こ
と
で
も
よ
い
で
す
が
、
理
学
療
法
士
な
ど

の
指
導
下
に
し
っ
か
り
と
体
幹
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
後
弯
の
進
行
防
止
に
役
立
つ
と
す
る
研
究

も
多
く
あ
り
ま
す
。
特
に
本
邦
で
は
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
背

骨
の
骨
折
に
よ
る
脊
柱
変
形
の
患
者
が
多
く
、
後
弯
進
行

防
止
は
転
倒
に
よ
る
脊
椎
骨
折
予
防
に
も
有
効
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
米
国
のM

ehrsheed Sinaki

ら
は
閉
経
後
女

性
を
対
象
と
し
て
背
筋
力
と
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
せ
ぼ
ね
の

骨
折
と
の
関
連
を
10
年
間
に
わ
た
り
調
査
し
、
最
大
背
筋

力
の
30
％
の
重
り
を
10
回
挙
上
す
る
運
動
を
週
５
回
、
2

年
間
行
っ
た
群
と
何
も
行
わ
な
か
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群

の
10
年
後
の
せ
ぼ
ね
の
骨
折
の
頻
度
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

背
筋
力
、
骨
の
密
度
と
も
運
動
群
で
有
意
に
高
く
、
せ
ぼ

ね
の
骨
折
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
群
で
相
対
的
に
２
・
７
倍
と

高
か
っ
た
と
し
、
運
動
療
法
の
有
効
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
転
倒
予
防
の
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
訓
練
や
ス
ク
ワ

ッ
ト
な
ど
の
下
肢
の
筋
力
訓
練
を
主
体
と
す
る
運
動
も
有

効
で
す
。

　

体
幹
筋
の
維
持
や
骨
粗
鬆
症
の
予
防
の
た
め
に
適
切
な
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栄
養
摂
取
も
重
要
で
、
私
た
ち
整
形
外
科
医
が
所
属
し
て

い
る
日
本
整
形
外
科
学
会
は
運
動
器
の
障
害
で
移
動
機
能

の
低
下
を
来
し
た
状
態
で
あ
る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
対
策
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
適
切
な
食
生
活
を

推
奨
し
て
い
ま
す
（https://locom

o-joa.jp/check/

food

）。

　

さ
ま
ざ
ま
な
予
防
や
保
存
的
な
治
療
に
よ
っ
て
も
痛
み

や
体
幹
の
機
能
不
全
に
よ
り
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
著
し
く
障
害
さ
れ

て
い
る
方
に
は
手
術
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
脊

柱
変
形
の
矯
正
手
術
は
技
術
の
進
歩
も
あ
り
、
良
い
姿
勢

を
と
り
も
ど
し
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
改
善
す
る
有
効
な
手
段
で
は

あ
り
ま
す
が
、
手
術
侵
襲
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
、
再
手

術
率
、
手
術
費
用
が
い
ず
れ
も
高
く
、
ま
た
、
金
属
で
固

定
し
た
部
分
は
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
手
術
を
行
う
か
ど
う
か
は
慎
重
に
決
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
北
米
の
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
成
人
脊
柱
変
形

に
対
し
て
手
術
を
受
け
た
患
者
に
つ
い
て
の
比
較
研
究
を

行
い
ま
し
た
。
日
本
の
患
者
の
方
が
矢
状
面
で
の
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
前
傾
が
強
く
、
骨
盤
が
立

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
）、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
痛
み
、
生
活
機
能
は

同
等
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
畳
や
布
団
の
生
活

な
ど
に
慣
れ
て
い
る
本
邦
の
高
齢
者
は
少
し
前
屈
み
気
味

の
方
が
案
外
生
活
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生

活
の
西
洋
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
現
在
、
日
本
人
の
生
活

に
最
適
な
矢
状
面
の
形
も
変
わ
っ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

１
０
０
歳
に
な
っ
て
も
良
い
姿
勢
を
維
持
す
る
の
は
な

か
な
か
困
難
で
す
が
、
人
生
１
０
０
年
時
代
が
現
実
の
も

の
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
高
齢
者
が
で
き
る
だ
け
長
い
間

姿
勢
を
保
ち
な
が
ら
活
動
で
き
る
よ
う
、
国
民
も
医
療
者

も
姿
勢
に
携
わ
る
研
究
者
も
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

連載/姿勢をめぐるエッセイ
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運
動
器
不
安
定
症
と
は

「
運
動
器
」
は
骨
・
関
節
・
筋
肉
・
靭
帯
・
神
経
な
ど
の

身
体
を
動
か
す
た
め
の
器
官
の
総
称
で
す
。
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
運
動
器
不
安
定
症
」
は
「
高
齢
化
に
と
も
な

っ
て
運
動
機
能
低
下
を
き
た
す
運
動
器
疾
患
に
よ
り
、
バ

ラ
ン
ス
能
力 

お
よ
び
移
動
歩
行
能
力
の
低
下
が
生
じ
、

閉
じ
こ
も
り
、
転
倒
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
た
状
態
」
で
す
。

運
動
器
不
安
定
症
の
症
状
に
は
、
何
か
に
つ
か
ま
ら
な
い

と
立
ち
上
が
る
こ
と
が
難
し
い
、
歩
行
時
に
ふ
ら
つ
く
、

転
び
や
す
く
な
っ
た
、
階
段
昇
降
の
際
に
手
す
り
が
必
要
、

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
放
置
す
る
と
要
介
護
状
態

や
寝
た
き
り
の
要
因
に
も
な
る
た
め
、
早
期
発
見
と
そ
の

対
策
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
上
記
の
運
動
器
不
安

定
症
の
症
状
と
同
様
の
症
状
を
呈
す
る
も
の
と
し
て
「
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）」
が
あ

り
ま
す
が
、
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
「
運
動
器

の
障
害
の
た
め
に
立
っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
た
め
の
身
体

能
力
（
移
動
機
能
）
が
低
下
し
た
状
態
」
と
定
義
さ
れ
る

広
い
概
念
で
、
そ
の
中
に
は
運
動
器
不
安
定
症
や
疾
患
に

な
る
前
の
状
態
も
含
ま
れ
ま
す
。
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
が
年
齢
や
特
定
の
疾
患
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か

に
関
わ
ら
ず｢

ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト｣

で
基
準
に
該
当
す
れ

ば
判
定
さ
れ
る
の
に
対
し
、
運
動
器
不
安
定
症
は
診
断
基

準
（
後
述
）
に
該
当
し
た
場
合
に
の
み
判
定
さ
れ
る
も
の

に
な
り
ま
す
。

「
在
宅
で
の
生
活
と
運
動
」
第
14
回

大
武　
聖
（
東
京
保
健
医
療
専
門
職
大
学 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

理
学
療
法
学
科
）

解
良
武
士
（
高
崎
健
康
福
祉
大
学 

保
健
医
療
学
部 

理
学
療
法
学
科
）

運
動
器
不
安
定
症

連載

病院から退院したら
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運
動
器
不
安
定
症
の
診
断
方
法

　

運
動
器
不
安
定
症
は
加
齢
に
加
え
て
、
運
動
器
疾
患
を

有
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
か
つ
て
そ
の
よ
う
な
疾
患
や
け

が
の
経
験
（
既
往
）
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
筋
力
や
関
節
、

バ
ラ
ン
ス
機
能
が
低
下
し
て
い
る
状
態
で
す
。
た
だ
し
運

動
器
疾
患
が
あ
る
と
全
て
が
運
動
器
不
安
定
症
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
そ
の
診
断
の
た
め
の
明
確
な
基
準
が
あ
り

ま
す
。（
表
１
）。
具
体
的
に
は
、
①
運
動
機
能
低
下
を
き

た
す
特
定
の
疾
患
や
状
態
（
ま
た
は
そ
の
既
往
）
が
あ
る
、

②
具
体
的
な
運
動
機
能
の
低
下
（
機
能
評
価
基
準
）
が
あ

る
、
の
両
者
が
満
た
さ
れ
る
と
運
動
器
不
安
定
症
と
診
断

さ
れ
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
チ
ェ
ッ
ク

　

運
動
器
不
安
定
症
は
前
述
の
よ
う
に
診
断
基
準
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
で
判
定
さ
れ
ま
す
が
、
診
断
基
準
に
あ
る

疾
患
や
状
態
を
有
す
る
（
あ
る
い
は
そ
の
既
往
が
あ
る
）

方
で
、
片
足
立
ち
を
15
秒
以
上
で
き
な
い
、
少
し
の
段
差

で
つ
ま
ず
く
こ
と
が
増
え
た
、
以
前
よ
り
歩
く
の
が
遅
く

な
っ
た
、
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
る
の
に
手
を
使
う
こ
と
が

高齢化にともなって運動機能低下をきたす 11 の運動器疾患または状態（①）の既往があるか、また
は罹患している者で、日常生活自立度ならびに運動機能が以下の機能評価基準（②）に該当する者
①高齢化にともなって運動機能低下をきたす 11 の運動器疾患または状態

1. 脊椎圧迫骨折および各種脊柱変型（亀背、高度腰椎後弯・側弯など）
2. 下肢の骨折（大腿骨頚部骨折など）
3. 骨粗鬆症
4. 変形性関節症（股関節、膝関節など）
5. 腰部脊柱管狭窄症
6. 脊髄障害 （頚部脊髄症、 脊髄損傷など）
7. 神経・筋疾患
8. 関節リウマチおよび各種関節炎
9. 下肢切断後
10. 長期臥床後の運動器廃用
11. 高頻度転倒者

②機能評価基準
1. 日常生活自立度判定基準ランク J（生活自立：何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立

しており独力で外出する）または A（準寝たきり：屋内での生活は概ね自立しているが、介助
なしには外出しない）に相当

2. 運動機能：1）または 2）
1）開眼片脚起立時間：15 秒未満
2）３ｍ timed up-and-go テスト：11 秒以上（※）
※椅子に座った状態から立ち上がり、3m 先の目印で折り返して椅子に戻って座るまでの時間

表1　運動器不安定症の診断基準

連載　病院から退院したら
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多
い
、
階
段
を
降
り
る
際
に
不
安
や
怖
さ
を
感
じ
る
、
な

ど
の
症
状
が
多
く
当
て
は
ま
る
方
は
運
動
器
不
安
定
症
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
宅
で
で
き
る
運
動
と
生
活
の
工
夫

　

運
動
器
不
安
定
症
の
予
防
や
改
善
に
は
適
切
な
運
動
や

活
動
量
の
増
加
が
重
要
で
す
。
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
を

向
上
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
は
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
椅

子
の
立
ち
座
り
運
動
が
お
勧
め
で
す
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
は
深

く
腰
を
落
と
す
ほ
ど
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
負
荷
が
高

ま
り
筋
力
を
効
率
よ
く
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
一

方
で
膝
や
腰
へ
の
負
担
も
増
加
し
ま
す
の
で
、
実
施
す
る

際
に
は
痛
み
が
出
る
ほ
ど
深
く
腰
を
落
と
す
こ
と
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
椅
子
の
立
ち
座
り
運
動
も
ス
ク
ワ
ッ
ト
と
同

様
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
座
る
際
に
勢
い
が
つ
き

す
ぎ
る
と
後
方
へ
の
転
倒
や
脊
柱
の
圧
迫
骨
折
の
リ
ス
ク

が
あ
り
ま
す
。
実
施
す
る
際
に
は
動
作
を
ゆ
っ
く
り
と
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
運
動
で
は
動
作
の
ス
ピ
ー
ド
を
遅

く
す
る
ほ
ど
、
ま
た
座
面
が
低
い
ほ
ど
筋
や
関
節
の
負
担

は
大
き
く
な
り
ま
す
。
動
作
は
痛
み
や
過
度
の
辛
さ
を
感

じ
な
い
範
囲
で
ゆ
っ
く
り
と
行
い
、
最
初
は
座
面
の
高
い

椅
子
か
ら
始
め
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
も
し
座
面
の
高
い

椅
子
が
な
い
場
合
は
座
面
に
座
布
団
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
敷

く
な
ど
し
て
高
さ
を
調
整
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
５
～

10
回
×
１
セ
ッ
ト
程
度
か
ら
開
始
し
、
慣
れ
て
き
た
ら
セ

ッ
ト
数
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
頻
度
は
１
日
お
き
に
実
施

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
さ
ら
に
診
断
基
準
に
も
あ

る
片
足
立
ち
を
行
っ
て
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
鍛
え
る
こ
と
も

効
果
的
で
す
。
片
足
を
床
か
ら
５
cm
ほ
ど
挙
げ
た
姿
勢
を

座面が低く立ち上がりが難しい場合は、座面に座布団やクッ
ションを敷くと、身体への負担が減って行いやすくなる。

（chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https://jouhoku-
rheumatism.com/images/181217/staff.pdf の 7 ページより引用・改変）
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最
初
は
５
秒
間
キ
ー
プ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
動
作
に
慣
れ

て
き
た
ら
10
秒
に
増
や
し
ま
す
。
な
お
、
筋
力
や
バ
ラ
ン

ス
能
力
を
鍛
え
る
こ
れ
ら
の
運
動
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

転
倒
す
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
の
で
、
壁
や
テ
ー
ブ
ル
な

ど
支
え
に
な
る
も
の
の
近
く
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
運

動
を
す
る
時
間
が
な
か
な
か
確
保
で
き
な
い
と
い
う
場
合

は
、
歯
を
磨
い
て
い
る
時
に
「
な
が
ら
運
動
」
と
し
て
行

っ
た
り
、
テ
レ
ビ
視
聴
中
に
Ｃ
Ｍ
の
時
間
の
す
き
ま
時
間

を
利
用
し
て
行
っ
た
り
す
る
と
、
運
動
が
習
慣
に
な
っ
て

継
続
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

年
齢
が
増
す
と
体
を
動
か
す
量
・
時
間
、
身
体
活
動
量

が
減
少
し
や
す
く
な
り
、
運
動
器
不
安
定
症
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
身
体
活
動
量
を
増
や
す
工
夫
と
し
て
は
、

買
い
物
に
出
か
け
た
と
き
に
す
ぐ
に
買
う
も
の
を
買
い
物

カ
ゴ
に
入
れ
ず
に
店
内
を
１
周
し
て
か
ら
カ
ゴ
に
入
れ
て

い
く
、
目
的
地
ま
で
の
行
き
返
り
の
道
を
少
し
遠
回
り
し

て
歩
く
、
な
る
べ
く
階
段
を
使
っ
て
移
動
す
る
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
運
動
器
不
安
定
症
は
診
断
を
受
け
る
と
保
険
診

療
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
運
動
が
う
ま
く
で
き
な
い
、
痛

み
や
転
倒
の
不
安
な
ど
に
よ
り
難
し
い
と
い
う
場
合
に
は
、

医
療
機
関
で
理
学
療
法
士
等
の
運
動
の
専
門
家
の
指
導
を

受
け
て
運
動
器
の
機
能
向
上
を
図
る
こ
と
も
検
討
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

ま
と
め

　

運
動
器
不
安
定
症
は
加
齢
と
運
動
器
疾
患
を
主
体
と
し

て
運
動
器
の
機
能
が
低
下
し
た
状
態
で
あ
り
、
閉
じ
こ
も

り
や
転
倒
リ
ス
ク
の
高
ま
っ
た
状
態
で
あ
る
た
め
、
放
置

し
て
い
る
と
寝
た
き
り
や
要
介
護
状
態
に
な
る
危
険
が
あ

り
ま
す
が
、
運
動
の
習
慣
化
や
活
動
量
の
増
加
で
予
防
や

改
善
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
身
体
に
負
担
を
か
け
す
ぎ
る

運
動
は
よ
り
悪
化
さ
せ
る
要
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
痛
み

や
辛
さ
を
伴
う
よ
う
な
運
動
を
無
理
に
行
う
こ
と
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
痛
み
や
疲
労
が
出
た
場
合
に
は
運
動
を
休
ん

だ
り
身
体
を
労
わ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
今
回
紹
介
し
た

運
動
や
生
活
上
の
工
夫
も
全
て
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
無
理
な
く
取
り
組
め
そ
う

な
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。
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おのまち認定こども園
所在地：福島県田村郡小野町
形態：公私連携幼保連携型認定こども園
定員：135 名（0 歳から 5 歳、2025 年 6 月末時点）
開園：2022 年 4 月

　

福
島
県
小
野
町
は
阿
武
隈
高
地
を
流
れ
る
夏
井
川
の
流

域
に
あ
る
緑
豊
か
な
町
だ
。
こ
の
町
に
あ
る
〈
お
の
ま
ち

認
定
こ
ど
も
園
〉
は
、
小
野
町
が
設
置
す
る
４
つ
の
公
立

幼
稚
園
・
保
育
園
を
閉
園
・
統
合
し
て
民
営
化
す
る
政
策

に
伴
い
、
２
０
２
２
年
４
月
に
社
会
福
祉
法
人
啓
誠
福
祉

会
が
設
置
す
る
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と

し
て
開
園
し
た
。
公
私
連
携
は
、
園
を
設
置
・
運
営
す
る

民
間
法
人
に
対
し
て
、
行
政
が
支
援
す
る
と
と
も
に
、
運

営
に
つ
い
て
指
導
監
督
す
る
制
度
で
あ
る
。

「
移
行
期
間
で
あ
る
最
初
の
３
年
間
は
町
と
法
人
の
職
員

が
一
緒
に
保
育
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
４
月
か
ら
は

基
本
的
に
法
人
の
職
員
だ
け
で
運
営
し
ま
す
。
１
０
０
人

を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
に
は
、

保
育
の
有
資
格
者
だ
け
で
は
足
り
な
い
の
で
、
資
格
を
持

っ
て
い
な
い
保
育
補
助
者
や
、
会
計
年
度
任
用
職
員
（
非

常
勤
の
地
方
公
務
員
）
も
雇
用
し
て
い
ま
す
」
と
同
法
人

理
事
長
の
琴
田
正
彦
さ
ん
。

　

同
園
の
広
い
園
庭
に
は
、
鉄
棒
や
登
り
棒
、
砂
場
、
築

山
の
他
、
丸
太
で
作
ら
れ
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
な
ど
の
遊
具
が
充
実
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

は
、
多
く
の
保
育
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
思
い
思
い
に

日々の遊びや運動で体力づくりを行い、
町の自然や歴史の素晴らしさを発見する活動で、

豊かな感性を育む。

ルポルタージュ・乳幼児期からの健康づくりプログラム
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身
体
を
動
か
し
て
遊
ん
で
い
た
。

　

そ
う
し
た
日
々
の
遊
び
や
運

動
に
加
え
て
、
同
園
で
は
３
歳

か
ら
５
歳
の
子
ど
も
が
「
み
っ

ち
ゃ
ん
ダ
ン
ス
」
と
い
う
体
操

教
室
を
月
に
２
回
、
１
回
30
分

行
っ
て
い
る
。「
み
っ
ち
ゃ
ん

ダ
ン
ス
」
は
、
小
学
校
の
先
生

を
し
て
い
た
矢
内
み
ち
さ
ん
が

考
案
し
た
運
動
で
、
昔
か
ら
小

野
町
の
幼
稚
園
や
小
学
校
で
行

わ
れ
て
き
た
。

【おのまち認定こども園が目指す
姿】
一人一人の特性を生かすこども
園：①一人一人に応じた保育。②
自ら学ぶ力を育む保育。③個々の
能力を引き出し伸ばす保育。

心と体の健康を育むこども園：①
基本的生活習慣の確立。②運動遊
びの充実。③食育指導。④保健指
導。⑤安全教育

人と関わる力を育てるこども園：
①友達と協同し学びあう保育。②
豊かな言葉や表現力を培う保育。

自然環境に触れ合えるこども園：
①飼育栽培活動。②自然体験・山
遊び。③季節感あふれる活動の充
実。

地域とつながるこども園：①子育
て支援の充実。②地域との交流。
③小学校との連携を図る

専門性の高い保育が受けられるこ
ども園：①体操教室。②自然・農
業体験。③外国語教室。

【おのまち認定こども園の教育・
保育目標】
心豊かにたくましく生きる子ども
の育成
①健康で明るい子ども。②友達と
遊べる子ども。③自分で考え行動
できる子ども。④心の豊かな子ど
も。⑤自然に親しみ、ものを大切
にする子ども。

アスレチック遊具につくられたボルダリング　ボルダリ
ングは握力、腕力、脚力、背筋力、体幹が鍛えられるだ
けでなく、「次にどこを掴むか」というように、身体の
動きと連動する思考力や想像力も鍛えられる。
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「
み
っ
ち
ゃ
ん
ダ
ン
ス
」
で
は
、
ヨ
ガ
の
よ
う
な
運
動
や

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
運
動
、
体

幹
を
鍛
え
る
運
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
専
用
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
行
う
。
さ
ま
ざ
ま
動
き
を
す
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い
身
体
の
い
ろ
い
ろ
な

部
位
が
鍛
え
ら
れ
る
。

「〈
み
っ
ち
ゃ
ん
ダ
ン
ス
〉
は
、
体
力
や
筋
力
が
鍛
え
ら

れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
リ
ズ
ム
感
を
養
っ
た
り
、

姿
勢
を
整
え
た
り
で
き
る
素
晴
ら
し
い
運
動
で
す
。
小
野

町
は
、
肥
満
の
子
ど
も
が
多
い
地
域
な
ん
で
す
が
、
園
庭

で
の
運
動
遊
び
や
〈
み
っ
ち
ゃ
ん
ダ
ン
ス
〉
を
し
て
い
る

お
か
げ
で
、
園
の
子
ど
も
に
は
肥
満
が
少
な
い
ん
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
運
動
が
あ
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
も
飽
き
ず

に
楽
し
ん
で
行
っ
て
い
ま
す
。〈
み
っ
ち
ゃ
ん
ダ
ン
ス
〉

は
、
私
た
ち
の
ほ
か
に
、
町
に
あ
る
も
う
一
つ
の
民
間
の

園
と
、
子
育
て
支
援
活
動
と
し
て
町
の
施
設
で
も
行
っ
て

い
ま
す
。
自
宅
で
子
育
て
し
て
い
る
親
子
に
も
、
施
設
に

行
っ
て
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

ま
た
、
同
園
で
は
、
小
野
町
に
あ
る
豊
か
な
自
然
や
歴

史
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
見
す
る
園
外
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
こ
の
活
動
を
「
お
の
ま
ち
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

「みっちゃんダンス」②　音楽に合わせ
て、手をあげながら、室内をリズミカル
に走り回る。

「みっちゃんダンス」①　音楽に
合わせて、ケンケンパや、一本線
の上を歩いたり飛んだりすること
で、足の筋力を鍛え、バランス感
覚を養う。
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た
ん
け
ん
」
と
名
づ
け
て
、
年
７
回
行
っ
て
い
る
。

「
昨
年
は
、〈
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
〉〈
こ
ど
も
園

の
裏
山
〉〈
東
堂
山
満
福
寺
〉〈
高
柴
山
〉
に
行
き
ま
し
た
。

〈
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
〉
は
、
自
然
の
地
形
や
森

林
を
生
か
し
た
小
野
町
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
生
き
物
や
植

物
を
観
察
し
た
り
、
木
の
実
を
拾
っ
て
遊
ん
だ
り
で
き
ま

す
。〈
東
堂
山
満
福
寺
〉
は
、
平
安
時
代
初
期
に
開
か
れ

た
と
い
う
お
寺
で
す
。
山
の
中
腹
に
、
５
０
０
体
を
超
え

る
羅
漢
像
が
あ
り
ま
す
。
探
検
後
、
探
検
で
見
つ
け
た
キ

ノ
コ
や
コ
ケ
、
虫
な
ど
を
図
鑑
で
確
認
す
る
子
ど
も
の
姿

が
見
ら
れ
ま
す
し
、
お
寺
に
興
味
を
持
つ
子
ど
も
も
い
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
を
行
う
の
は
、
小
野
町
の
自
然
を
体

験
し
た
り
、
地
域
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
は
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
小
野
町
と
い
う
郷
土
に
愛
着
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。
活
動
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
感
性
を
育
み
、
身
体
も
鍛
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
今
後
も
活
動
を
工
夫
し
た
い
で
す
」

　

園
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
力
を
入
れ
る
同
園
だ
が
、

同
園
の
子
ど
も
の
中
に
は
、
運
動
遊
び
が
苦
手
な
子
、
大

型
遊
具
で
遊
べ
な
い
子
、
ひ
と
り
遊
び
が
好
き
な
子
、
発

達
障
が
い
の
子
も
い
る
。
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
「
居

裏山探検　園の裏にある山を登り、頂上の遊
び場で遊んだり、動植物の探索、枝やつるを
使った秘密基地づくりなどを行っている。

裏山の森につくられた遊び場のターザンロープで
遊ぶ子ども　裏山にはターザンロープやスラック
ライン、ハンモックなど、自然を生かした遊具が
設置されている。
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第一生命財団の子どもの未来を応援する 保育所等助成事業

FRP製遊具で遊ぶ子どもたち　「またがる」という行為が子ど
もの自己肯定感を高める。また、子ども同士で、順番を譲り合
うことで、社会性や協調性が養われる。

場
所
」
と
な
る
Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
製
遊
具

を
今
回
の
助
成
で
園
庭
に
設
置
し
た
。
遊
具
は
、
見
た
目

が
動
物
で
、
子
ど
も
に
も
親
し
み
や
す
い
。
１
、
２
歳
の

子
ど
も
で
あ
れ
ば
、
遊
具
に
ま
た
が
る
だ
け
で
、
基
礎
的

な
体
力
が
身
に
付
き
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

最
後
に
琴
田
理
事
長
は
、「
乳
幼
児
期
は
、
遊
び
の
中

で
自
然
と
身
体
を
鍛
え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
興
味
関
心
を
抱
い
た
こ
と
に
主
体
的

に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　第一生命財団では2013年度より、待機児童対策の一環として、より多くの子どもたちに、安
全・安心な保育環境と、すこやかな心と体を育み、また、豊かな創造力を養う機会が提供され
ることを目的とした保育所等助成事業をスタートさせた。
　具体的には設立後3年以内の保育所・認定こども園等が対象で、二つの助成制度がある（A、B）。
A：保育の質を高めるために必要な什器・備品等を購入するための費用（の一部）を助成する。
→１施設100万円が上限（定員30人未満は上限30万円、定員30人～ 100人未満は上限70万円、
定員100人以上は上限100万円）
B：①地域とのつながりを深める取組み、② 保育士等施設職員の専門性向上につながる取組み、
③ 子どもたちや施設の安全性を高める取組みに必要となる什器・備品等を購入するための費用

（の一部）を助成する。→１施設50万円が上限。
　2024年度は38施設、総額2,984万円の助成が行われた。
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第 1 巻第 1 号昭和 56 年   4 月
第 1 巻第 2 号昭和 56 年 10 月
第 2 巻第 1 号昭和 57 年   4 月
第 2 巻第 2 号昭和 57 年 10 月
第 3 巻第 1 号昭和 58 年   4 月
第 3 巻第 2 号昭和 58 年 10 月
第 4 巻第 1 号昭和 59 年   4 月
第 4 巻第 2 号昭和 59 年 10 月

第 5 巻第 1 号昭和 60 年   4 月
第 5 巻第 2 号昭和 60 年 10 月
第 6 巻第 1 号昭和 61 年   4 月
第 6 巻第 2 号昭和 61 年 10 月
第 7 巻第 1 号昭和 62 年   4 月
第 7 巻第 2 号昭和 62 年 10 月
第 8 巻第 1 号昭和 63 年   4 月
第 8 巻第 2 号昭和 63 年 10 月

第  9 巻第  1 号平成元年   4 月
第  9 巻第  2 号平成元年 10 月
第 10 巻第 1 号平成 2 年   4 月
第 10 巻第 2 号平成 2 年 10 月
第 11 巻第 1 号平成 3 年   4 月
第 11 巻第 2 号平成 4 年   6 月
＊ホームページで各号の目次を
　ご覧いただけます。

 （1）   「病院の流し台における姿勢の研究」（1992.7）　
　　   大河原千鶴子（埼玉県立衛生短期大学）他　頒価 500 円
 （2）   「高齢者が快適に暮らせる社会施設の条件の調査研究」（1992.11）　商品科学研究所　頒価 5,000 円
 （3）   「VDT 作業における作業者の視機能と姿勢の関係─屈折異常と焦点調節について─」（1994.3）　
　   　岩崎常人（産業医科大学）　頒価 600 円
 （4）   「ヒトの歩行における姿勢と力学的諸計測値との関係」（1994.8）　遠藤萬里（東京大学）　頒価 600 円
 （5）   「高齢者のための厨房機器の設計に関する基礎的研究」（1994.9）　
　　   梁瀬度子・久保博子（奈良女子大学）　頒価 800 円

（6）   「大学生男子運動選手の姿勢と腰痛の関係」（1995.6）　松浦賢長（京都教育大学）他　頒価 950 円
（7）  「無形文化財保護のための熟練染色技能者の姿勢の研究─型紙工芸師とその作業姿勢の研究─」（1995.7）
　　   服部等作（神戸芸術工科大学）　頒価 950 円
 （8）   「下顎骨の位置と姿勢の関係─歯科矯正臨床からのアプローチ─」（1995.8）　
　　   相馬邦道（東京医科歯科大学）他　頒価 500 円
 （9）   「首都圏におけるマンションライフ─その快適な住まい方を探る─」（1995.10）　
　　   商品科学研究所　頒価 3,000 円

（10）「登校拒否児童と咬合関連症候群の異常姿勢との関係について」（1995.12）　
　　　吉田友明（老年歯科医学総合研究所）他　頒価 500 円

（11）「入院患者の早期離床─生活行動拡大にともなう姿勢に関する研究─」（1996.3）　
　　　大河原千鶴子（杏林大学）他　頒価 1,000 円

（12）「正常人頸椎弯曲に関する X 線学的研究」（1996.6）　松本守雄（慶應義塾大学）他　頒価 500 円
（13）「腰椎椎体の加齢変化」（1996.8）　竹内修二（東京慈恵会医科大学）　頒価 500 円
（14）「やさしい生活環境のための高齢者の姿勢と動作に関する研究」（1996.8）　
　　　片平清昭（福島県立医科大学）　頒価 700 円

（15）「シニア男性のカジュアルウェアの調査研究─若く活動的に過ごすために─」（1996.9）　
　　　商品科学研究所　頒価 2,000 円

（16）「生涯スポーツの選好に関する研究─コミュニティと運動文化およびライフコースにおける
　　　運動選択に関する調査研究報告書─」（1996.10）　伊藤滋（プレジャー研究所）他　頒価 1,600 円

（17）「医療関係者の姿勢と疲労に関する研究」（1997.3）　二木安之（信州大学）他　頒価 1,000 円
（18）「生体内負荷を考慮した椅子設計支援システムの開発」（1997.6）　
　　　山崎信寿（慶應義塾大学）　頒価 1,000 円

（19）「高齢者の立位姿勢と腰椎の変性変化の相互関係─一般高齢者における縦断的研究─」（1997.6）　
　　　大川淳（東京医科歯科大学）他　頒価 500 円

市販はいたしておりませんので、ご希望の方は当財団へ直接お申し込みください（送料実費）。
ホームページ（http://group.dai-ichi-life.co.jp/dai-ichi-life-foundation/）でもご覧いただけます。

★印は品切れです

出版物のご案内

姿勢研究

調査研究報告書
★

★
★

★
★

★

★

★

★

定価 1,500 円
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（20）「姿勢および循環生理情報の在宅モニタシステムを用いた高齢者の生活リズム解析と
　　　寝たきり予防法に関する研究」（1997.6）　田中志信（山形大学）他　頒価 500 円

（21）「姿勢の支持環境からみた都市型住居の空間特性」（1997.7）　
　　　渡邊秀俊（武庫川女子大学）　頒価 1,400 円

（22）「介護ベルトによる姿勢負担軽減効果の検討」（1997.8）小野雄一郎（名古屋大学）他　頒価 1,000 円
（23）「歩行時の動的姿勢制御機構に関する研究─老年性痴呆患者を中心として─」（1998.6）　
　　　堀川悦夫（東北大学医療技術短期大学部）　頒価 600 円

（24）「看護のための床反力・重心移動同時測定装置に関する研究」（1998.6）　
　　　小川鑛一（東京電機大学）他　頒価 600 円

（25）「呼吸様式が頭位（頭の姿勢）および下顎位（下顎の姿勢）に及ぼす影響」（1998.6）　
　　　小田博雄（神奈川歯科大学）他　頒価 500 円

（26）「筋腱結合部における運動の影響」（1998.7）　山田茂（東京大学大学院）　頒価 600 円
（27）「宇宙ステーション日本モジュールにおける作業環境の人間工学的再検討と過重力下における
　　　姿勢と体軸感覚について」（1998.7）　谷島一嘉（日本大学）　頒価 600 円

（28）「ノート型パソコン使用時の作業姿勢と筋骨格系への負担」（1998.8）　
　　　斎藤真（愛知みずほ大学）他　頒価 500 円

（29）「妊娠中の睡眠姿勢と呼吸・循環器系への影響の研究」（2009.4）　
　　　青木和夫（日本大学）他　頒価 1,000 円

（30）「地域における高齢者の暮らしと姿勢の研究」（2010.7）　服部万里子（立教大学）他　頒価 800 円
（31）「解剖学用語─史と語─」（2011.11）　木村邦彦（防衛医科大学校）　頒価 1,500 円
（32）「体に合った椅子をさぐる─椅座姿勢の測定装置を使った新プロトタイプの提案─」（2012.4）　
　　　小原二郎（千葉大学）他　頒価 1,000 円

（33）「腰痛患者椅子の研究」（2013.8）　小山秀紀（東北大学大学院）他　頒価 1,200 円
（34）「姿勢変化に伴う脊柱湾曲の変化の連続的測定に関する研究」（2014.5）　
　　　堀内邦雄（工学院大学）他　頒価 1,000 円

（35）「非特異的腰痛の原因と人間工学予防策に関する最新研究成果のメタ解析」（2015.5）　
　　　榎原毅（名古屋市立大学大学院）他　頒価 1,000 円

（36）「顕微鏡手術執刀医の作業姿勢の違いの研究（2016.5）　
　　　近藤寛之（産業医科大学医学部医学科）他　頒価 1,000 円

（37）「動的座位バランス計測装置を用いた体幹バランス機能の評価とビタミン D 製剤が
　　　バランス能力へ及ぼす影響」（2017.6）　島田洋一（秋田大学大学院）　頒価 1,000 円

（38）「小学校でのタブレット端末利用に関する人間工学的研究」（2018.5）　
　　　柴田隆史（東京福祉大学）他　頒価 1,000 円

（39）「成人脊柱変形をきたす背景と原因」（2019.5）　
　　　松山幸弘（浜松医科大学整形外科）他　頒価 1,000 円

（40）「脊柱側弯症患者の歩行時姿勢とバランスに関する生体工学的研究」（2020.6）　
　　　松本守雄（慶應義塾大学医学部）他　頒価 1,000 円

（41）「骨粗鬆症とサルコペニアが脊柱アライメントに及ぼす影響」（2022.6）　
　　　髙相晶士（北里大学医学部整形外科学）他　頒価 1,000 円

（42）「ロコモティブシンドロームの程度と立位・歩行の運動学・運動力学指標の関連性」（2022.7）　
　　　松平浩（東京大学医学部附属病院 22 世紀医療センター）　頒価 1,000 円

（43）「在宅勤務とオフィス勤務における仕事の違いが健康に及ぼす影響」（2023.7）　
　　　松田文子（公益財団法人大原記念労働科学研究所）他　頒価 1,000 円

（44）「成人脊柱変形患者へのリハビリテーション（特に、運動療法）に関する統合的研究」（2024.7）　
　　　白土修（福島県立医科大学会津医療センター）他　頒価 1,000 円

（45）「脊柱側弯症における矢状面アライメントの特徴と臨床的意義」（2025.6）　
　　　渡辺航太（慶應義塾大学医学部整形外科）他　頒価 1,000 円

★印は品切れです調査研究報告書
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第  1 号（1993 年  7  月）特集①健康に対する（しせい）姿勢に対する（しせい）　
　　　　　　　　　　　　　  ②ステキなステッキの研究
第  2  号（1993 年 10 月）特集①スポーツと姿勢　②靴の研究
第  3  号（1994 年  4  月）特集①舞踊と姿勢　②バッグの研究
第  4  号（1994 年 10 月）特集①ニュースポーツのすすめ　②椅子の研究
第  5  号（1995 年  4  月）特集①美しさと姿勢　②枕の研究
第  6  号（1995 年 10 月）特集①子どもと姿勢　②ベッドの研究
第  7  号（1996 年  5  月）特集①家庭内での姿勢を考える　②台所の研究
第  8  号（1996 年 11 月）特集①美しい立ち居振る舞い　②トイレの研究
第  9  号（1997 年  5  月）特集①気ままに歩いて健康づくり　②ウォーキンググッズあれこれ
第 10 号（1997 年 11 月）特集①歌舞伎の女形にみる表現と姿勢　②階段の研究
第 11 号（1998 年  5  月）特集①美しい姿勢と仕事　②背負い道具の研究
第 12 号（1998 年 11 月）特集①かみ合わせと姿勢　②姿勢と筋力
第 13 号（1999 年  5  月）特集①姿勢と腰痛　②健康機器を考える
第 14 号（1999 年 11 月）特集①介護と姿勢　②看護・介護・福祉系大学の新潮流
第 15 号（2000 年  5  月）特集①子どもの成長と姿勢　②子どもをめぐる家具や用具
第 16 号（2000 年 11 月）特集①文化としての福祉の実現を目指して─さあ、まちに出よう─　
　　　　　　　　　　　　　  ②こんなグループ・あんなボランティア
第 17 号（2001 年  5  月）特集①いろいろな民族の生活・文化と姿勢　②バリアフリーを考える
第 18 号（2001 年 11 月）特集①人間型ロボットと姿勢　②ロボットのある暮らし
第 19 号（2002 年  5  月）特集①乗り物と姿勢─乗り心地を考える　②福祉車両の研究
第 20 号（2002 年 11 月）特集①肩こりと姿勢─肩こりを考える　②肩こり解消のためのヒント
第 21 号（2003 年  5  月）特集①脳と姿勢　②立って歩くために役立つリハビリ用具
第 22 号（2003 年 11 月）特集①背骨の疾患と姿勢　②背骨のトラブル─予防と治療
第 23 号（2004 年  5  月）特集①転ばぬ先の姿勢─転倒（転落）防止を考える　②姿勢をよくするためのポイント
第 24 号（2004 年 11 月）特集①腰をめぐるトラブルと姿勢　②すこやかにスポーツを楽しもう
第 25 号（2005 年  5  月）特集①身近な運動と姿勢　②自転車を楽しもう！
第 26 号（2005 年 11 月）特集①座姿勢を考える　②姿勢をめぐる最新研究
第 27 号（2006 年  5  月）特集①腹筋、背筋を鍛えよう　②データから見る体力・運動能力・各種愁訴の実態
第 28 号（2006 年 11 月）特集①子どもの健康・教育と姿勢　②教育現場から見た子どもの姿勢
第 29 号（2007 年  5  月）特集①メタボリックシンドロームへの対応　②生活習慣の改善を考える
第 30 号（2007 年 11 月）特集①姿勢と品格　②こころと姿勢
第 31 号（2008 年  5  月）特集①加齢と姿勢　②高齢者の身体と心
第 32 号（2008 年 11 月）特集①膝の悩みと姿勢　②膝の痛みへの対応
第 33 号（2009 年  5  月）特集①オフィス環境と姿勢　②新時代のオフィスを考える
第 34 号（2009 年 11 月）特集①住まいと姿勢　②姿勢とユニバーサルデザイン
第 35 号（2010 年  5  月）特集①子どものたくましさを育てる　②子どものたくましさと教育
第 36 号（2011 年  5  月）特集①運動器を健康に保ち続けよう　②ウォーキングと健康
第 37 号（2011 年 11 月）特集①姿勢とエコノミークラス症候群　②大規模災害と不活動
第 38 号（2012 年  5  月）特集①姿勢と筋力　②さまざまな筋肉の働き
第 39 号（2012 年 11 月）特集①子どもと遊び　②子どもの成長と遊具・玩具
第 40 号（2013 年  5  月）特集①睡眠と健康　②質のよい睡眠とさわやかな目覚め
第 41 号（2014 年  5  月）特集①子どものすこやかな発達を考える　②子どもの発達とその支援
第 42 号（2015 年  5  月）特集①障害者スポーツの現状と課題　②スポーツと障害
第 43 号（2016 年  5  月）特集①健康寿命をのばそう！　②健康寿命をのばすためのポイント
第 44 号（2017 年  5  月）特集①ロコモ予防と運動　②靴と健康
第 45 号（2018 年  5  月）特集①進化するヒト型ロボットと姿勢　②ロボットによる動作や姿勢の支援
第 46 号（2019 年  6  月）特集①「立つ」を究める　②「立つ」を支える技術
第 47 号（2020 年  7  月）  特集①東京オリンピック・パラリンピック─アスリート育成から学ぶこと
　　　　　　　　　　　　　　②スポーツを楽しむための発想と技術
第 48 号（2021 年  6  月）特集①姿勢から考えるウィズコロナ時代の健康学　②ウィズコロナ時代の健康生活を考える。
第 49 号（2022 年  6  月）特集①いま、子どもたちの姿勢が危ない！！　
　　　　　　　　　　　　　　②ウィズコロナ時代─すこやかな身体づくりのヒント
第 50 号（2023 年  6  月）特集①姿勢から読み解く身体からのメッセージ　②いますぐ実行！　基礎から学ぶ姿勢改善策
第 51 号（2024 年  7  月）特集　生活と快眠のくふう

★印は品切れですバックナンバー

★
★
★

★

★

★

★

★

63



　第一生命財団は、第一生命保険相互会社（現第一生命保険株式
会社）からの拠出金をもとに設立された一般財団法人 都市のしく
みとくらし研究所、一般財団法人 地域社会研究所および一般財団
法人 姿勢研究所が、2013 年 4 月 1 日付で合併し、発足した一般財
団法人です。
　当財団は、豊かな次世代社会の創造に寄与することを目的とし
て、少子高齢化社会において、健康で住みやすい社会の実現に向
けた調査研究ならびに提案、助成等を行っています。具体的には、
これまで取り組んできた「都市とくらし」「コミュニティ」「姿勢
と健康」に関する調査研究と啓発活動に加え、「子どもの未来を応
援する」事業として、新設後 3 年以内の保育所（認定こども園を
含む）に対する助成事業および緑豊かな住環境の整備のための都
市緑化に関わる助成事業「都市の緑 3 表彰」に取り組んでいます。
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